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知識情報‧図書館学類誌MILKとは？

2007年の創刊以来、学類⽣ならではの⽬線で学類⽣に有益な情報を
年２回（７⽉‧12⽉）お届けしています。
今回は研究室紹介号をお送りいたします。

C O N T E N T S
知識科学主専攻

知識情報システム主専攻

情報資源経営主専攻

于 海 涛 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 0 2
上 保 秀 夫 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 0 3
辻 慶 太 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 0 4
寺 地 美 奈 ⼦ 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 0 5
照 ⼭ 絢 ⼦ 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 0 6
松 林 ⿇ 実 ⼦ 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 0 7
松 原 正 樹 研 究 室
（ ⾝ 体 知 と 芸 術 表 現 研 究 室 ） ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 0 8
横 ⼭ 幹 ⼦ 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 1 0
⽴ ⽯ 慎 治 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 1 1

森 嶋 厚 ⾏ ‧ 伊 藤 寛 祥 研 究 室  
（ 融 合 知 能 デ ザ イ ン 研 究 室 ） ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 1 2
宇 陀 則 彦 ‧ 松 村 敦 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 1 4
加 藤 誠 ‧ フ ァ ム フ ー ロ ン 研 究 室
（ 知 識 獲 得 シ ス テ ム 研 究 室 ） ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 1 6
⾦ 宣 経 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 1 7
阪 ⼝ 哲 男 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 1 8
鈴 ⽊ 伸 崇 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 1 9
関 洋 平 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 2 0
⾼ 久 雅 ⽣ 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 2 1
時 井 真 紀 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 2 2
永 井 正 勝 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 2 3
⼭ 本 修 平 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 2 4
落 合 陽 ⼀ 研 究 室
（ デ ジ タ ル ネ イ チ ャ ー 研 究 室 ） ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 2 5
柳 浦 猛 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 2 7
若 林 啓 研 究 室
（ マ ル チ エ ー ジ ェ ン ト 学 習 ‧
  ⾔ 語 理 解 研 究 室 ） ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 2 8

⼤ 庭 ⼀ 郎 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 2 9
⼩ 野 永 貴 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 3 0
⼩ 泉 公 乃 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 3 1
鈴 ⽊ 佳 苗 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 3 2
髙 良 幸 哉 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 3 3
武 ⽥ 将 季 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 3 4
原 淳 之 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 3 5
バ ー ル ィ シ ェ フ ‧ エ ド ワ ル ド 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ 3 6
村 井 ⿇ ⾐ ⼦ 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 3 7
村 ⽥ 光 司 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 3 8
吉 ⽥ 右 ⼦ 研 究 室 ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ ‧ 3 9
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M …… Management
 I …… Information
  L …… Library
   K …… Knowledge

執筆を承諾していただいた先⽣⽅のみの掲載です。
KLiSが公開している”2027年度卒業研究主専攻別指導（予定）教員⽒名”順の掲載です。



 
 
筑波大学 II研究室は、情報知能の研究を行っている研究室です。IIは Information Intelligence の略です。
研究室の詳細についてはホームページをご覧ください：https://ii-research.github.io 

ゼミの頻度・年間スケジュール 

ゼミは週 1回行います。ゼミの前にはラボノートを準備してくるのがルールです。着手発表会や中間発表会
の前後に学内外他研究室との合同ゼミを行い、多様なフィードバックを得ながら研究を進めていきます。 

学生の研究テーマ例 

o Image-grounded Affordance-centric Knowledge Extraction and Inference 
o Towards Trustworthy Retrieval-augmented Generation (RAG) with Reliable Attribution 
o Towards Deeper Alignment of LLMs Based on Computational Human-value Understanding 

II研究室の最近のニュース 

o 2026.09: Yao Wang さん（博士後期 3 年）が筆頭著者を務める「Event-centric Human Value 
Understanding in News-domain Texts: An Actor-conditioned Benchmark across Multi-scope Event 
Contexts」が、国際学術誌 Information Processing & Management に掲載されることが決定した。 

o 2026.08: Yubo Fang さん（博士後期 3 年）が筆頭著者を務める「Towards Adaptive and Retriever-
friendly Retrieval-augmented Generation via Reinforcement Learning」が、ICTIR 2026 の Research 
Track にフルペーパーとして採択された。 

o 2026.03: Xuanchen Zhou さん（学類 4年）が筆頭著者を務める「EasyRAG: A Beginner-Friendly and 
Interactive Framework for Retrieval-Augmented Generation」が、SIGIR 2026 にデモンストレーシ
ョン論文として採択された。。 

o 2026.02: Kaipeng Liさん(修士 2年)が令和 7年学位プログラム優秀学生表彰を獲得した。 

メッセージ 

現在の AI の急速な発展、とりわけ生成 AI の進歩を支えているのは、機械学習技術の飛躍的な進化です。
本研究室では、機械学習と生成 AIの原理・可能性・限界を深く理解し、それらを適切に設計・評価・活用
しながら、現実社会の課題を解決できる力を養うことを目指しています。 
大学・大学院での研究生活を通じて得られる成果は、「考え方」×「熱意」×「能力」×「指導」という四

つの要素の掛け算によって決まると考えています。勉学や研究に取り組むだけでなく、さまざまなことに積

極的に挑戦し、多様な経験から学んでください。 
旺盛な好奇心と柔軟な思考力を持ち、機械学習や生成 AIを通じて現実の課題解決に挑戦したい皆さんを広
く歓迎します。毎年 10月に開催されるオープンラボへの参加を強くお勧めしますが、それまで待てない方
は、個別にメールでご連絡ください。連絡先は本研究室のホームページに掲載しています。 







寺地美奈子研究室 
教員研究室：7D307 

共同研究室：7D240 

連絡先：minakota@slis.tsukuba.ac.jp 

 

メンバー募集 

知識科学主専攻 3〜5 名を募集しています。 

 本研究室では、新聞・ラジオ・テレビなどのオールドメディアから現在のメディアに至る

までを幅広く対象とし、メディアが社会をどのように形成し、また社会がどのようにメディ

アを形成しているのか、地域や技術を出発点として考えていきたいと思います。研究方法と

しては、番組分析やデータ分析、フィールドワーク・資料収集による実証的調査などがあり

ます。研究室に所属する学生の皆さんには、基礎文献を広く読み、主体的にコツコツ勉強を

積み重ね、自分の力で何かを発見をしてほしいと考えています。 

 本研究室を希望する場合、今年度は面談を受ける必要がありません。「これまで勉強して

きたこと、今関心があるテーマについて」（400 字以上）と GPA を上記メールアドレスにお

送りください。こちらの締切や現在のゼミ生による相談会などについては、HOPE（希望研究

室登録システム）のお知らせ欄からお伝えするので、頻繁に確認するようにしてください。 

過去のテーマ例 

・メディア利用とユーザーの消費行動の関連性について 

・プロ野球とメディアの関係性について－阪神タイガースの地域性に着目して－ 

・ネタバレが映画視聴に与える影響に関する研究 

・就活生の志望形成プロセスに関する研究 

・信仰と観光をめぐる筑波山のあり方の変容－2010 年代のパワースポット・ブームに着目

して－ 

・大学生の映像メディアに対する意識と実態－「不便さ」を中心として－ 

ゼミの運営方法 

 基本的に、週に 1 回 2時間程度のゼミを実施します。12月からのプレゼミはオンライン

もしくはメールのやり取りなどで行い、基本的な文献の講読を進めながら、研究テーマの方

向性を考えてもらいます。4月からは各自で研究を進め、対面ゼミでは進捗状況を発表し合

い、皆で議論を重ねます。全体でのフィールドワークなどを実施する可能性もあります。 

 

12月〜3月
基本的な文献講読

KJ法

4月〜6月
テーマ決め

先行研究読み込み

7月〜12月
調査
論文執筆



研究室紹介

照山研究室

1. 概要

現在のメンバー ： 4 年生5 名（科学 4名、資源 1名）／院生 7 名（修士 5名、博士 2 名）

研究室 ：情報メディアユニオン 3 階・学系共同研究スタジオ4（303-1）

（常駐可。ソファー、PC 等あります。）※叶研との共同研究室

形式 ：週 1 回 2 限連続でゼミをしています(ゼミの日程は、学期始めに

それぞれの時間割を確認して、全員が被らない日程を探します)。

文献の輪読、調査報告等、担当者がレジュメを作って発表します。

長期休暇中はゼミなし（各自じっくりフィールドワークに取り組

むことを期待します）。

連絡先 ： teruyama@slis.tsukuba.ac.jp （照山絢子）

2. メンバー募集

基本的には調査の方法として、「インタビュー」及び「フィールドワーク」を伴う研究をサポートします。

具体的には：

● 特定の場やコミュニティに所属する人々、また特定の属性を持つ人々について研究する。

（例）図書館、特定の店、地域の集まり、患者会、自助グループ、社会運動グループなど

● コミュニティに出向いて活動を共にしたり、所属する人々にインタビューを実施したりする。

● コミュニケーションを通じて彼らが共有する文化、価値観、規範などを明らかにしていく。

フットワークが軽く、人と話すのが好きで、幅広い興味や問題意識を持てる学生を募集します。

受入人数：最大 5 名知識科学主専攻0 ～ 5 名情報資源経営主専攻 0 ～ 2 名

今年の4年生の卒業研究テーマ

3. Q & A

• 編み会におけるコミュニティ形成と手芸文
化のあり方に関する研究

• シューゲイザーの再評価形成に関する研究
• 水戸藩YOSAKOI連の文化継承に関する研究

• 韓国アイドルの兵役におけるファン心理に
関する研究

• キャラクターIPを活用した企業・自治体PR

に関する研究

Q1. 卒業研究はどのように進めますか？ 先生に相談しながら進められますか？

A. 基本的に研究は各自で行いますが、先生から適切な指導と助言を頂きながら進められます。

Q2. 研究テーマはどのようなものがありますか？

A.    過去の学生の研究テーマについては、学類ホームページや希望研究室登録システム HOPE などからご確認ください。

内容は人によって様々ですが、特定のコミュニティでのフィールドワークという点は共通しています。

Q3. 飲み会やゼミ合宿はありますか？

A.    飲み会は年に 2 ～ 3 回、慰労会のような形であります。

合宿は現地で調査を行う研究旅行です。

今年2月には大阪での研究旅行を行いました。

Q4. どのような雰囲気の研究室ですか？

A.    和やかな雰囲気の研究室です。ゼミ生間で活発に

意見交換が行われ、色々な考え方に触れられます。

Q5. 年間スケジュールを教えてください。

A.    卒論提出までのスケジュールは右の図の通りです。

▲本棚には、輪読に使用する書
籍や、過去の学生が研究に使用
した書籍が配架されています。
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• 研究室は24時間使い放題

• 鍵付きの研究室の中の設備・備品も充実（エアコ
• ン・電子レンジ・冷蔵庫・ソファ・iPadなど）

• 学部生/院生を問わず、留学生がたくさん！
• 研究に必要な本を経費で買ってもらえる
• 合宿がある（例年２～３月頃）
• ゼミへの参加はオンラインでも可能
• 皆が違うジャンルの研究をしていて刺激になる

本研究室のおすすめポイント



 

 
◆ 指導可能な研究テーマ 

情報行動（情報探索・利用・共有・管理など）と情報メディアとの関係について，主として社会学もしくは社会情報学観

点から考察することを目指す研究テーマ全般。得意な研究手法は，ユーザ研究では半構造化インタビュー法，メディア

研究では内容分析（テキスト分析）・談話分析。必要に応じて実験や質問紙調査などを組み合わせることも。 

 人間と対話型生成AIなどの情報技術との共生：技術を使う側の視点に立って，新技術は人々の暮らしや意識

にどのような変化をもたらすのか，新技術はどのように使えば人間と共生できるのか，について考えます。 

 若年層におけるニュース消費：従来は，ニュース消費と言えば，（決まった）新聞を読む，もしくはテレビニュース

を見るという習慣的かつ受動的な行為を意味しましたが，現在ではソーシャルメディアを介した“ながら行為”が

中心であると言われています。また，なかには，コメントを書き込むことで自ら「ニュースに参加」できるようになる

こともあります。このようなメディアを利用する若年層にとっての「ニュース消費」について考えます。 

 動画共有メディアのコンテンツ分析：YouTubeやTikTok等でどのような情報や知識が伝達されているのか，

また，それらの利用を通してどのような意識や価値観が生み出されているのかについて考えます。 

上記のテーマ以外にも広く情報行動研究や情報メディア研究に興味がある人たちと研究活動をやっていきたいと思

っていますので，興味がある事柄について話してみてください。 

 

◆ ゼミの運営方法 

週1回2時間程度の定例ゼミを基本とします。他の仲間が研究活動を進める様子を見て学ぶことも重要だと考え

ますので，個人で研究したい人にはあまり向かないかもしれません。プレゼミ（3 年次）では興味がある研究テーマ

に関わる文献検索と読解をメインに，2～3 月頃から卒業研究の具体的なテーマを考え始めて，本ゼミ（4 年次）で

は卒業研究のテーマ一本に絞るというペースで進めていきます。研究室に常駐することは求めませんが，卒業研究

を優先できる人を希望します。 

◆ 本研究室を希望する場合は必ず面談を受けてください 

研究室訪問期間中に必ず面談を受けてください。在室していれば飛び込

みでも対応しますが，事前にメールで希望する日時と形式について予約して

いただくのが確実です。面談で自分の興味がどのようなところにあるかを説

明できるようにしておいてください。 

 

よく学び，よく遊べ Work Hard, Play Harder 

松林麻実子研究室 

指導教員研究室：7D215 

学生共同研究室：情報メディアユニオン 4F 405-1 

（上保研と共同です） 

構成員（2026 年 10 月 1 日現在） 

知識情報・図書館学類 4 年次 3名（科学2名，経営1名）  

知識科学主専攻 3名，情報資源経営主専攻2 名 

まで受け入れます。 
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AIが平均的な答えを瞬時に出してくれる

現代において、自分自身の価値基準は

あやふやになりがちです。

だからこそ重要になるのが「身体知」

この研究室で扱う身体知とは、、、

‟Somatic Knowing‟‟Somatic Knowing‟‟Somatic Knowing‟    ‟Somatic Knowing‟ 
「からだの感覚を通じて知ること、

または、そうして知ったことが身につき、

からだそのものが

環境や他者との関係のなかで

知る主体となっていくこと」



・14:00-15:00 輪読・身体知実践（有志）

・15:00-16:00 全体連絡/交流イベント

・16:00-18:00 研究進捗発表

週1 ２回程度

例）⇩2026年度秋学期の場合

【
ゼミの進め方
】 【
メンバー
】

学類生 5名

（B4:4名、RS:1名）

大学院生 9名

（M1:3名、M2:3名、Dr:3名）

松原正樹先生

計15名

Webpage @matsubalab_tkb @matsubalab_tkb

【

現4年生の研究テーマ
】


サ ッ カ ー 審 判 員 の 「 ゲ ー ム コ ン ト ロ ー ル 」 を 支 え る 暗 黙 知

ク ラ シ ッ ク バ レ エ に お け る 「 華 」 の 構 成 要 素 と 受 容 に 関 す る 研 究

「 暮 ら し に 浸 か る 」 と い う 感 覚 の 一 人 称 研 究

ヨ ガ 中 級 者 に お け る ス ラ ン プ の 諸 相 と 克 服 プ ロ セ ス

こんな人待ってます
・誰とでもオープンに対話できる人

自分の価値観を素直に共有し、周りと

協力しながら「自分らしくいられる

居場所」をつくっていける人

・人生の「問い」を持っている人

「卒業までにこれだけは解き明かした

い」という切実なテーマや疑問がある人

松原研説明会（途中入退室可）

10/8 18:15~と10/14 16:30~ 開催予定です。

詳細はWebページに情報を載せますので

適宜ご確認ください。お待ちしています。

本研究室ではからだを通じたアート表現により

からだとこころを観察します。アート経験の有

無は問いません。アート的な取り組みへの好奇

心や遊び心が思い出せるように工夫します。

\まつばらぼ夏合宿2026 @群馬/

※ そのほか個別打ち合わせ（任意）



横山研究室 
横山研究室で䛿、哲学的視点から、知識を巡るさまざまな問題を扱います。学生䛿、知識 

䛾本質、知識䛾限界、知識䛾共有等々さまざまな問題に取り組んでいます。 

 

「哲学的視点から」䛾意味、卒業研究䛾二つ䛾方向性 

① 主張したいことを言うために、哲学で䛾議論を参照する。  

・『Le Petit Prince』日本語版における翻訳間䛾類似性・差異性を記号論を用いて考える。  

・ウィトゲンシュタイン䛾言語ゲーム論を使い宮澤賢治作品における猫について考える。  

② 哲学で問題になっていることについて、他䛾哲学者䛾議論を参照に論じる。  

・人䛾心䛿脳に還元できるか。 

・人格が同一であるとという䛾䛿どういうことか。 

・情報と䛿いかなるも䛾か。 

 

現在䛾ゼミ生䛾研究課題 

・フィクション䛾パラドクス 

・『Re:CREATORS』における「承認力」䛾分析：ごっこ遊び論を手掛かりに 

・美少女 ADV ゲームにおける世界䛾複数性について：可能世界論を参考にして 

・幾原邦彦作品における変身・トランジション・ピクトグラム：ネルソン・グッドマン䛾記号論を手掛か

りに 

 

ゼミ䛾概要 

募集；3 名 

長期休暇䛾例外を除き、週 1 回䛾ゼミ。ゼミ䛾日時䛿、ゼミ生䛾 1 週間䛾予定を考えて、ゼミ䛾メ

ンバーが決まった時点で、相談して決めます。ゼミにかかる時間䛿、大体、一人 30 分から 40 分

×人数を予定しています。一人一人が 1 週間でやってきたことを発表し、それに対して、ゼミ生と

教員で議論します。それを人数分繰り返します。3 年生䛾内にテーマを絞り、4 年になってから先

行研究䛾調査、中間発表後䛿、テーマについて䛾考察という䛾が一般的な流れです。 

 

卒業後䛿どうする䛾か？ 

多様です。大学院進学（自他）、大学䛾図書館員、市役所、高校䛾数学䛾先生、アーカイブ関係、

SE やテクニカルライティング関係、ゲーム関係、金融機関䛾総合職、専門学校に行きなおしてマ

ッサージ師。就職が決まったらゼミ䛾先輩がいたと䛾報告を近年よく受けます。どんな仕事につい

ても役に立つ、問題を発見し、そ䛾問題について論理的に考え、問題を解決していく力を身に着

けていただけれ䜀と思っています。 

興味䛾ある方䛿、横山（mikiko@slis.tsukuba.ac.jp）までご連絡ください。 



LABORATORY INTRODUCTION 	

立石 慎治 研究室	
知識科学主専攻 

教員研究室 7D205 
学生研究室 7D220	

	
自分の人生／進路は自分で

選ぶものだけど…	

学び・進路・大学を，社会のしくみや制度，情報との関

係から考える	

進学，編入，就職．私たちの人生にまつわる選択はもちろん「自分で決めたこと」です．けれど，その背後には必

ず制度，情報，学校，周囲の人々，社会のしくみがあり，それらと無縁でいられるわけでもありません． 

立石研究室では，人の学びや進路を，個人だけの問題に押し込めずに，社会との関係から考えていきます． 
学びや進路に対して教育(社会)学的にアプローチしていきますが，もちろん最初は教育学に馴染みがなくてもかま

いません．自分が「気になっていること」から，研究できる問いを組み立て，卒論に取り組んでいきます．	
	

たとえば，こんな「なぜ？」から．	
・ 途中でよその大学に移ったりできないの？	
・ 高校生は，本当に「自分で」進路を選んでい

るの？	
・ 大学の先生「らしさ」って，何から生じてい

るの？	
・ 大学での「よい教育」って，要はどういうも

の？	
	

—  研究できる領域	
 
高等教育	
大学・短大・高専・専門学校，学生，大学教員，大学制度など	
キャリア教育・進路指導	
小・中・高校での教育，進路選択，学校から社会への移行	
教育データ分析	
数量データを使って，教育・学習や人の選択を考える研究	
	
在籍学生のテーマ	
・ インターネットの使用制限と生徒の学力の相関関係	
・ 学校外体験と家庭内コミュニケーションが児童・青年期の好
奇心に与える影響	

	

—  研究の進め方	
ゼミは週 1回または 2週間に 1回程度． 個人面談を基本

に，研究の進み具合や都合に応じて開催します．所属学

生が増えた場合は，全体ゼミと個人面談を基本にしま

す．	
長期休暇や就職活動の繁忙期は御都合を踏まえて面談を

実施します．研究が完全に止まって後で困ることがない

よう，「細く長く」続けることを重視します． 

	
卒業研究の 1年間（目安）	
12-3月	 関心を整理し，基礎文献・先行研究を読む	

4-6月	 研究の問いと方法を具体化，着手発表	

7-9月	 調査・データ収集・分析を進める	

10月	 中間発表．必要なら問い・方法を見直す	

11-1月	 分析を仕上げ，卒業論文を執筆・提出	

	

こんな人に	
・ 学校・大学，学びや進路の「当たり前」に疑問を
持てる／持っている	

・ 必要になったことを新しく学ぶことを厭わない	
・ 試行錯誤は嫌いじゃない	
テーマはざっくりでも構いません．ただし，「何が

気になるのか」は持ってきてください．	
	

	
配属を考えている方へ 
事前の個人面談が必須です．面談では，興味・関心のあるテ

ーマについて聞かせてください． 
オープンラボを実施予定です（柳浦研・小原研と共同開催）．

HOPE 等を御確認いただくか，又はお問い合わせください．	

2026年度在籍学類生数  2名 
2027年度受入予定数 0-2名 

stateishi@slis.tsukuba.ac.jp	

せっかく自分が「気になっている」ことなので，自分で問い，調べ，自分で結論をだせるようになることを目指します．	



2017 年に立ち上げたHuman-in-the-loop Big Data & AI の研究を進める研究室です．
防災，健康，教育，環境，飢餓，貧困・・・人類が直面する困難な問題を解決するために，
人々と計算機の知を結集して立ち向かわなければなりません．本研究室では，人類が
史上初めて手に入れた，数十億規模の人々と AI のネットワークを活用し，これらの協
力により創出される「融合知能」をデザインする科学技術を確立します．研究のため
の研究を行うのではなく，世界的な研究成果を出しながら，成果を活用したプラット
フォームを自ら開発し，様々な領域の専門家と協力して，これまで諦めていた問題の
解決とよりよい社会を実現することを目指します．

融合知能デザイン研究室（森嶋・伊藤研究室）

研究室について



Amazon Web Servise Japan, ウェザーニューズ , SCSK, NSSLC サービス , NTT 研究所 , NTT コミュニケーション
ズ , NTTデータ , NTTドコモ , オールアバウト , キヤノン , クックパッド、コーエーテクモゲームス , 高校教員 (情
報科 ), サイバーエージェント , 新日鉄住金 , ソフトバンク , DMM, トーアエイヨー , 日本 NCR, 日本マイクロソ
フト , 野村総合研究所 , アクセンチュア , Preferred Networks, 日立製作所 , PWC, 富士通 , マックスプランク研究
所 , みずほ情報総研 , LINE ヤフー , 楽天 , リクルート，ワークスアプリケーションズ , 日本経済新聞社

説明会詳細は研究室Webサイトに掲載します．募集人数：創成学類 2名 , 知識学類 4名程度
面談問い合わせ先 : fusioncomplab-staff@ml.cc.tsukuba.ac.jp ( 森嶋・伊藤 )   https://fusioncomplab.org

研究テーマ &キーワード

FusionCompLab (Morishima & Ito Lab.)

過去の主な進路

詳細情報

クラウドソーシングプラットフォーム Crowd4U の開発を通じて各々が「基盤となる理論」や「フィールド
実践」を研究することが特長です．研究テーマの決め方はプロジェクトを引き継ぐ，新たに与えられる，自
ら提案するなど様々です．

理論実践
データベース

プログラミング言語設計

自然災害発生後の被害状況を即座に把握する

市民の意見を集約して市政に貢献する

データマイニング

ビッグデータ・データサイエンス

人工知能・機械学習

ソフトウェア工学

障害者と健常者の共生社会を作る

AI と群衆が教え学び合う

皆の力を合わせてアプリを作る

みんなの力で真実を発見する

世界遺産・被災地の記録を未来に残す

漫画がより楽しめるようコンテンツを活用する

Human-in-the-loop Big Data & AI
本研究室では , 融合知能 (AI 組織論，集合知，Human-AI 協働，Agentic AI 等，およびそのための
AI 自身 ) とその社会応用の研究をしています . 具体的には，ビッグデータや機械学習と
Human-in-the-loop のアプローチを組み合わせる研究を行っています．

主な活動
ゼミ週 3時間（研究 , 文献調査 , 開発）, 個別ミーティング週 1回 , 勉強会随時 , 合宿 , 国内・海外学会発表

人間工学・認知心理学

クラウドソーシング・ヒューマンコンピュテーション

ソーシャルネットワーク分析

HCI・ヒューマンインタフェース

× ×
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め
る
の
に
⼀

役
買
û
て
い
る
︒
Ｘ
に
投
稿
さ
れ
る
要
約

は
︑
内
輪
ネ
タ
を
⼀
⽂
に
切
り
取
û
て
い

る
の
で
︑
ゼ
ミ
⽣
以
外
は
理
解
で
き
な
い
︒ 

情
報
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
F
ダ
F 

情
報
の
混
沌
を
極
め
る
⼤
学
院
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
情
報
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
﹂
を
背
負
û
て
⽴
つ
者
に
与
え
ら
れ
る

称
号
︒
か
つ
て
宇
陀
先
⽣
が
こ
の
称
号
を

与
え
ら
れ
た
︒
今
は
も
う
な
く
な
û
て
し

ま
û
た
会
議
冒
頭
の
﹁
ク
ロ
k
ズ
ア
ˇ
プ

現
在
﹂︵
ク
ロ
現
︶
が
懐
か
し
い
︒ 

ス
ク
ラ
i
プ
ボ
i
ク
ス︵Scrapbox

︶ 

研
究
室
運
営
に
関
す
る
共
有
情
報
︑
各

⾃
の
ゼ
ミ
資
料
︑
研
究
会
参
加
記
録
な
ど
︑

な
ん
で
も
突
û
込
ん
で
お
く
と
こ
ろ
︒
適

度
な
リ
ン
ク
構
造
で
情
報
が
芋
づ
る
式

に
出
て
く
る
た
め
︑
研
究
室
の
外
部
脳
と

し
て
機
能
し
て
い
る
︒ 

ス
ト
レ
ン
グ
ス
・
フ
n
イ
ン
ダ
F 

⾃
分
の
強
み
発
⾒
を
し
て
く
れ
る
診

断
テ
ス
ト
︒
34
の
強
み
か
ら
上
位
５
位

が
分
か
る
︒ゼ
ミ
配
属
後
にID

付
き
の
本

が
配
ら
れ
︑
⾃
分
で
診
断
す
る
︒
研
究
室

で
強
み
を
発
揮
し
て
活
動
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
期
待
が
あ
る
︒な
お
︑﹁
指
令

性
﹂を
持
つ
⼈
は
︑ま
だ
現
れ
て
い
な
い
︒ 

ゼ
ミ 週

⼀
で
⾏
わ
れ
る
議
論
の
時
間
︒
宇
陀

研
は
１
時
間
も
か
か
ら
な
い
︒
松
村
研
は

か
つ
て
５
時
間
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
あ
û

た
が
︑
最
近
は
常
識
的
な
時
間
で
終
わ
る
︒

必
要
に
応
じ
て
個
別
ゼ
ミ
を
⾏
う
こ
と

が
あ
る
︒
発
表
前
は
連
⽇
練
習
す
る
こ
と

も
︒ 

ゼ
ミ
⽣ 

⼤
学
院
⽣
含
め
20
⼈
を
超
え
た
あ
た

り
か
ら
も
う
何
⼈
い
る
か
分
か
ら
な
く



な
û
た
︒
研
究
に
没
頭
す
る
者
も
い
れ
ば
︑

合
宿
や
雙
峰
祭
に
貪
欲
な
者
︑
飲
み
会
で

突
然
開
花
す
る
者…

︒
何
が
本
業
か
は
⼈

に
よ
る
︒
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
並
み
の
多
様
性

を
維
持
し
て
い
る
の
が
特
徴
︒
共
通
点
は

﹁
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
楽
し
そ
う
﹂
な

と
こ
ろ
︒
最
近
は
国
籍
も
多
岐
に
わ
た
り

イ
ン
タ
k
ナ
シ
‹
ナ
ル
な
研
究
室
に
な

û
た
︒ 

⼤
学
院
⽣ 

近
年
︑
⽣
息
数
が
急
増
中
︒
普
段
は
優

し
く
時
に
厳
し
く
卒
研
⽣
を
指
導
し
て

い
る
が
︑
た
ま
に
飲
み
会
で
本
領
発
揮
し

て
く
る
の
で
被
害
に
遭
う
者
も
多
い
︒
適

度
な
距
離
感
で
付
き
合
い
つ
つ
︑
そ
の
知

識
と
経
験
を
う
ま
く
吸
収
で
き
れ
ば
︑
研

究
⽣
活
が
ぐ
û
と
安
定
す
る
だ
ろ
う
︒ 

⾼
倉
く
ん 

宇
陀
先
⽣
が
と
あ
る
学
⽣
に
与
え
た

名
前
︒
う
だ
ま
つ
み
に
⾼
倉
く
ん
は
い
な

い
︒ 

知
識
情
報
概
論 

2020

年
度
の
授
業
ア
ン
ケ
k
ト
で
全

学
２
位
を
獲
得
し
た
伝
説
の
講
義
︒
Ｒ
さ

ん
︑
Ｍ
さ
ん
︑
Ｕ
さ
ん
と
い
う
⼈
間
に
間

違
わ
れ
る
ほ
ど
の
⼈
⼯
知
能
が
⼈
気
の

秘
密
で
あ
る
︒ 

堤
先
⽣ 

⼼
優
し
き
⼈
⽂
社
会
系
の
先
⽣
︒
困
û

て
い
る
学
⽣
に
救
い
の
⼿
を
さ
し
の
べ
︑

発
狂
す
る
オ
タ
ク
を
⽣
暖
か
い
⽬
で
⾒

守
û
て
く
れ
る
︒
⼤
学
院
⽣
の
配
属
が
あ

û
た
こ
と
に
よ
り
︑
う
だ
ま
つ
に
合
流
し

た
︒
冬
の
コ
ミ
ケ
に
⾏
く
と
会
え
る
ら
し

い
︒→

う
だ
ま
つ
み 

永
井
先
⽣ 

研
究
室
の
開
い
た
ド
ア
か
ら
い
つ
も

い
い
匂
い
が
し
て
い
る
︒
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ

を
こ
よ
な
く
愛
す
︒
カ
レ
k
パ
k
テ
C
k

の
主
催
者
︒→

カ
レ
k
パ
k
テ
C
k 

夏
合
宿 

夏
休
み
の
合
宿
︒
遠
く
に
⾏
く
こ
と
と

卒
論
／
修
論
に
関
わ
ら
な
い
研
究
活
動

が
⽬
的
︒
現
地
集
合
︑
ホ
テ
ル
各
⾃
確
保

と
い
う
﹁
合
宿
﹂
の
概
念
を
覆
す
試
み
を

続
け
て
い
る
︒
こ
れ
ま
で
に
︑
⾼
松
︑
函

館
︑
津
︑
⻘
森
︑
熊
本
︑
広
島
︑
⾦
沢
︑

倉
敷
︑
⽶
沢
を
訪
れ
た
︒
コ
ロ
ナ
禍
で
途

切
れ
た
が
︑2023

年
復
活
︒
富
⼭
︑
甲
府

と
続
い
た
後
︑2025
年
︑伊
⾹
保
に
て﹁
は

つ
お
う
と
﹂伝
説
誕
⽣
︒2026

年
は
仙
台
︒

伝
説
は
封
印
さ
れ
た
︒→
は
つ
お
う
と 

７
Ｄ
２
４
０ 

我
ら
が
共
同
研
究
室
︒
寺
地
研
と
共
同
︒

ソ
フ
U
k
︑電
⼦
レ
ン
ジ
︑電
⼦
ケ
ト
ル
︑

冷
蔵
庫
２
台
を
備
え
て
お
り
︑
あ
と
シ
µ

ワ
k
さ
え
あ
れ
ば
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
︒
発
表
会
前
や
卒
論
提
出
前
は
お
⾵
呂

に
⼊
û
た
後
に
戻
û
て
き
て
夜
を
明
か

す
⼈
が
続
出
す
る
︒
共
⽤
プ
リ
ン
タ
に
出

⼒
を
取
り
に
き
た
先
⽣
が
︑
し
ば
し
ば
怪

訝
な
⽬
で
こ
ち
ら
を
⾒
て
去
û
て
い
く
︒ 

飲
み
放
題 

と
あ
る
ゼ
ミ
⽣
が
こ
よ
な
く
愛
す
る

設
定
︒2024

年
以
降
多
発
︒
こ
の
ス
イ
ˇ

チ
を
押
す
と
朝
ま
で
同
じ
話
を
何
度
も

聞
か
さ
れ
︑
カ
ラ
オ
ケ
で
君
が
代
熱
唱
に

付
き
合
う
は
め
に
な
る
の
で
注
意
が
必

要
で
あ
る
︒ 

は
つ
お
う
と 

2025

年
合
宿
の
宴
会
後
に
発
⽣
︒合
宿

イ
ベ
ン
ト
の
短
歌
型
ア
k
カ
イ
ブ
ス
最

優
秀
賞
の
初
句
に
も
使
わ
れ
た
︒
な
お
︑

こ
の
場
で
の
詳
説
は
控
え
て
お
く
︒ 

パ
パ
コ
レ 

﹁
パ
パ
こ
れ
買
û
て
k
﹂
の
略
︒
研
究

に
必
要
な
⽂
献
な
ど
を
先
⽣
に
頼
む
た

め
のslack

チ
µ
ン
ネ
ル
の
名
前
︒買
û
て

く
れ
る
指
導
教
員
を
パ
パ
と
表
す
と
い

う
何
と
も
業
の
深
い
命
名
で
あ
る
︒
別
に

リ
ア
ル
で
先
⽣
を
パ
パ
と
呼
ん
で
い
る

わ
け
で
は
な
い
︒ 

は
る
お 

某
⼩
野
研
が
送
り
込
ん
で
き
た
凄
腕

ス
パ
イ
の
コ
k
ド
ネ
k
ム
︒
う
だ
ま
つ
み

の
ゼ
ミ
⽣
た
ち
を
完
全
に
⼿
な
づ
け
て

い
て
︑
情
報
は
筒
抜
け
で
あ
る
︒2024

年

夏
合
宿
で
機
密
情
報
を
掴
ま
れ
た
模
様
︒

少
し
汚
れ
た
シ
ル
バ
ニ
ア
に
盗
撮
カ
メ

ラ
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
︒
Ｚ
級
映
画
が
好

み
︒ 

ピ
ザ 発

表
会
直
前
な
ど
で
︑
皆
が
焦
り
だ
す

と
先
⽣
が
注
⽂
し
て
く
れ
る
︒
経
験
則
に

よ
り
︑
４
⼈
に
Ｌ
サ
イ
ズ
１
枚
で
計
算
す

る
と
ち
ò
う
ど
よ
い
︒ 

プ
チ
合
宿 

夏
頃
に
１
週
間
教
室
を
借
り
き
û
て
︑

朝
か
ら
晩
ま
で
集
中
し
て
研
究
を
⾏
う

会
︒
過
去
の
例
を
⾒
る
と
︑
プ
チ
合
宿
に

よ
û
て
卒
研
が
格
段
に
進
ん
だ
と
い
う

ゼ
ミ
⽣
も
多
い
⼀
⽅
︑
そ
れ
û
き
り
と
い

う
パ
タ
k
ン
も
起
こ
り
が
ち
︒
⼀
⻑
⼀
短

で
あ
る
︒
コ
ロ
ナ
禍
に
は
︑
ユ
ニ
オ
ン
１

階
講
義
室
の
広
⼤
な
空
間
を
少
⼈
数
で

独
占
す
る
と
い
う
贅
沢
を
味
わ
う
と
同

時
に
出
前
館
の
お
得
意
様
に
な
û
た
︒ 

フ
リ
F
ア
ド
レ
ス
制 

う
だ
ま
つ
研
の
特
徴
の
⼀
つ
︒7D

240

は
席
が
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
ど
こ
で
も

気
分
に
応
じ
て
⾃
由
に
席
が
選
べ
る
︒
コ

ミ
Ω
ニ
ケ
k
シ
‹
ン
が
活
発
に
な
り
︑
知

識
創
造
が
起
き
や
す
い
︒ 

本
棚 宇

陀
研
の
永
遠
の
研
究
テ
k
マ
の
⼀

つ
︒
こ
れ
ま
で
数
々
の
ゼ
ミ
⽣
が
チ
µ
レ

ン
ジ
す
る
も
︑
宇
陀
先
⽣
の
ツ
ˇ
コ
ミ
の

前
に
死
屍
累
々
た
る
様
︒
い
つ
か
﹁
宇
陀

越
え
﹂
を
果
た
す
英
雄
が
現
れ
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
る
︒ 

夢
会 配

属
後
の
初
ゼ
ミ
で
⾏
う
夢
を
語
る

会
︒
模
造
紙
に
⾃
分
の
夢
を
描
い
て
発
表

す
る
︒過
去
に
は
︑﹁
機
械
の
体
が
欲
し
い
﹂

の
よ
う
な
尖
û
た
夢
か
ら
﹁
孫
３
⼈
と
幸

せ
に
暮
ら
し
た
い
﹂
と
ほ
ん
わ
か
し
た
夢

ま
で
様
々
語
ら
れ
て
き
た
︒
彼
ら
は
夢
に

ど
の
く
ら
い
近
づ
い
た
ろ
う
か
？ 



主な研究分野　　　　　　　　　　
　本研究室では情報検索分野の下記の研究分野を主な対象とし
ています：　検索モデルとランキング､ ランキング学習､ 検索
ユーザ行動分析､ 検索ユーザモデリング

加藤・ファム研究室

主な研究トピック
　本研究室の主な研究トピックは知識獲得システムです：
1. 大量のデータから知識を獲得するシステムを構築する
2. 知識を人が検索するためのシステムを構築する
　大規模言語モデルを利用し、機械学習によって、性能の高い
アルゴリズムを作り出す研究を行うことが多いです。

主な研究テーマ（2026 年現在）
　本研究室の 2026 年現在の主な研究テーマは大規模言語モ
デルに基づく検索アルゴリズム，モデル検索，クライアントサ
イド情報検索システムです。以下に研究テーマの例を挙げます：

1. 医療や学術分野に特化した検索モデルの学習
2. 目的に応じた機械学習モデルの検索
3. ユーザの状況に応じた能動的な情報推薦
4. 検索結果のパーソナライゼーション
5. AutoMLの情報検索（IR）版であるAutoIR の開発

過去の研究テーマ

情報検索のアルゴリズムを研究しています。８期生募集中。
Webサイト： http://kasys.slis.tsukuba.ac.jp/

E-mail： kasys-contact-ml@klis.tsukuba.ac.jp

今年度受入人数： 科学 ０～２、システム 6
今年度在籍者数： 学類生 6　博士前期 12　博士後期 3

教員部屋： ７D３０８
学生部屋： ユニオン２F共同研究会議室２
週間予定： ゼミ７５分　個別ミーティング（隔週）６０分
 チームミーティング７５分　論文読み会７５分

事前学習済みモデル検索：　特定の文
書分類タスクにおいて良い性能を出す
BERT事前学習済みモデルを検索

データを視覚化：　表形式のデータに
対して自動的に適切な視覚化方法を推
定

ユーザ特性からクリックを予測：　
検索を行うユーザの特性をもとに、
LLMでクリックシミュレーション

年間スケジュール（予定）
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

イベント ! " # $ % !

輪講（週１５０分）
　教科書輪講とプログラミング輪講があります。教科書は情報
検索の基礎（１月～２月）､言語処理のための機械学習入門（３
月～４月）､ しくみがわかる深層学習（５月～６月）を使う予
定です。プログラミング輪講では Python を用いる予定です。
ゼミ（週 75 分）
　自分の近況などを紹介する時間です。
個別ミーティング（隔週６０分）
　基本的に１対１で研究の内容について議論する時間です。

チームミーティング（週 75 分）
　3 チームに分かれてチームごとにミーティングします。
論文読み会（週 75 分）
　1 時間程度で論文を読み、残り時間で議論する会です。
プロジェクト研究発表会
　メンターに助けられながら基礎的な研究プロジェクトに参加
し､ その成果を学内または学外で発表してもらいます。
DEIM/NLP 参加
　国内で開催される学会。基本的にみんな出して発表します。

研究室仮配属 プロジェクト
研究発表会

着手発表会 中間発表会 卒論発表会 DEIM/NLP 
参加

発話中に過去会話を検索：　発話途中
の発話文を用いて、現在の会話に関連
する過去の会話を検索



 

 

 

研究テーマ 

2027年度の主な研究テーマ 

 

テクノロジーを活用した読書・学習支援 

AI・ロボットに対する信頼と依存 

メタ認知を支えるインタラクションデザイン 

 

これまでの代表的な卒論 

 The Effects of a Robot’s Poses on User 

Perception and Self-Projection 
 ゲームプレイ中の行動ログに基づくプレイスタ

イルと認知課題パȀォーマンスの分析 

 ǿクトグラム作成システムとユーザ間相互Ȁィ

ードバックのためのプラットȀォームの提案 

 信頼性判断をサポートする検索システムの提案 

- 情報探索行動の変化を中心に – 

 感情の可視化および感情認識に関する研究 

 人からヒューマノイドロボットへの説明時に現

れるジェスチャーに関する研究 

 情報の信頼性判断におけるインターネット検索

の意義 

 

主な研究手法 

 人を対象にした実験 

 行動分析 

 アイトラッキング 

 生体信号計測 

 

受入人数 

知識情報システム主専攻 2～3名 

知識科学主専攻 1～2名 

 

受け入れの条件 

1. 研究計画書を提出すること。 

2. 面談をすること。 

3. オープンラボの説明会に参加すること。 

4. 秋C「Human-computer Interaction 

（英語の授業）」を受けること。 

 

年間スケジュール 

1～3月：基礎勉強、卒研テーマ・計画の検討 

4～5月：論文読みゼミ 

6月：着手発表会 

7～9月：倫理審査申請、実験準備 

10月：中間発表会、データ収集 

10～11月：論文書きゼミ、データ収集・分析 

12月：卒論初稿完成、学会投稿 

翌年1～3月：最終発表会、論文最終版、学会参加 

 

ゼミ 

週1回、2時間程度で行います（休暇期間を除く）。

ゼミでは、研究に必要な知識とスキルを身につけ

ていきます。主に先行論文や自分の研究データを

もとに、発表やディスカッションを行います。 

 

週間報告・フィードバック 

週1回、研究の進捗、読んだ論文、得られた成果な

どをメールで報告し、Ȁィードバックを受けます。 

 

個別ミーティング 

必要に応じて、1回につき30～60分程度の個別ミー

ティングを行います。1対1で研究や進路について話

し合います。相談したいことがある場合は、いつで

もミーティングをリクエストできます。 

金紗羅研究室 人間・情報・技術研究室                     
• 指導教員：金 紗羅 
• 教員部屋：7D315  /  共同研究室：7D330 
• 現在のメンバー：学類生 4 名、博士前期：5 名 
• 連絡先：kimsun@slis.tsukuba.ac.jp 
 

 



キャッチフレーズは「動いてナンボの阪⼝研」！
電気⼯学やハードウェアから、ネットワーク全7層、ソフ
トウェアはOSからアプリケーション、そして図書館学を
学んできた指導教員によるアドバイス有〼:-)
・ゼミ等: 週⼀全体ミーティングが通例(+個別指導等)

(学類ゼミは1〜4名程度、⼤学院⽣ゼミ0〜2名程度の体制)

⽒名: 阪⼝ 哲男
Webページ: https://www.sakalab.org/

(3年⽣向けWebページはここからリンクします)
Eメール: saka あっと slis.tsukuba.ac.jp
研究室: 7D312 (春⽇エリア7D棟3階)
共同研究室:情報メディアユニオン棟3階7F303-2

(学系共同研究スタジオ3)

阪⼝研究室とは？
〜快適な情報の共有や伝達を求めて〜

どんなことをやるのか？
• 今使っているシステムは快適ですか？
• そうでないなら改善を⽬指そう！(あくまでも卒研の⼀環として)

• 快適なアプリの構築を！ (構築作業も快適にしたい！)
• 最近はLinked (Open) Data の利活⽤を中⼼にしてますが、それに限りません
• 情報の共有や伝達を⽀える技術を念頭に

• 情報の共有や伝達を快適に⾏う (⼤⽬標)
• そのために様々なアプリケーションシステム (アプリ) が構築されている
• 「快適」には「安全」も含まれる (結果として「安⼼」も得られる)

• 外部サービスに頼らず、Webブラウザ内で⼊⾨者向けプログラミング環境を
• 最近はWebAssemblyにも少し注⽬中 (かつての⾔語屋魂:-)

最近取り扱い分野の抜粋 (他研究室と共同のものもあり)
 Linked (Open) Data の開発・接続・検索 (発⾒) の⽀援
 Linked (Open) Data の整備・拡充への Crowdsouring 利⽤
(これまでの卒研題⽬は下記の3年⽣向けWebページをご覧ください)



鈴⽊伸崇研究室 
 

当研究室は，RDF/グラフデータや XML/HTML および CSS などの構造化データ，マッチング理論などに

ついて研究を⾏っています．⽼若男⼥を問わず，意欲のある⽅のご参加を歓迎いたします． 

 
RDF/グラフデータ RDF/グラフデータに対して，Shape Expression (ShEx)など記述能⼒の⾼い新たなス

キーマ⾔語が提案されています．また，グラフデータにおいて⼀般的に⽤いられる問合せとして，パターン

グラフを⽤いたものや Property Path などの経路探索を⾏うものがあります．当研究室では，問合せ式が 

ShEx に適合するものであるかどうか（充⾜可能性判定），問合せ式の包含性判定などを⾏うアルゴリズムを

開発しています．このほか，ShEx のスキーマ進化，⼤規模なグラフデータの概形・要約を得る（スキーマ

抽出）アルゴリズムなどについて研究しています． 

 
XML/HTML/CSS スキーマに適合しない XPath 式を正しい式に⾃動修正するアルゴリズムを開発してい

ます．構造的に正しいXPath 式は通常複数存在するので，グラフ理論を応⽤し，ユーザの記述した式に近いも

のから順にユーザに提⽰できるようアルゴリズムを構成しています．このほか，JSONPath やCSS の充⾜

可能性判定，XML スキーマ進化などについて研究を⾏っています． 

 
電⼦書籍(EPUB) EPUBファイルを含め，電⼦書籍の多くはXMLやHTMLをベースとしています．そ

のため，XMLやHTMLを扱うのと同様の⽅法でデータの解析等を⾏うことができます．当研究室では，

EPUB ファイルのテキストデータを解析して，その印象に合った⾊およびフォントの推薦やイラストを推薦

するシステムなどを開発しています． 
 

マッチング理論 マッチング理論は，様々な好み・希望を持

つ⼈と⼈，あるいは⼈と資源との望ましいマッチングを求

めるための理論で，男⼥のマッチングや研修医の配属など

様々な領域に使われています．この理論は主に経済学の分

野で研究されていますが，本研究室では，これをクラウド
ソーシングのタスク割当てなど，データ⼯学分野に応⽤す

ることを⽬指して研究を進めています．なお，このテ

ーマはアルゴリズムや理論的な素養が必要になります

のでご注意ください． 

男 女 男
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研究室の基本情報： 
学生数：院生4 名＋学類生4名 
ゼミの頻度：週１回＋α，日程や形式は相談の上決定します（対面が基本） 
研究室： 

教員：7D204 
学生：ユニオン3F 学系共同研究室303-2（阪口研と合同）  

マッチしてもよい相⼿ 最⼤マッチング 

⼥ 

ご不明な点は nsuzuki@slis.tsukuba.ac.jp まで遠慮なくお問い合わせください． 



Communication
Understanding
Lab.

関 洋平
筑波大学 図書館情報メディア系

投稿型料理レシピサイト上で重複するレシピの判別

（人工知能学会誌，第14回W(2研究会学生奨励賞，第14回WI2研究会学生優秀ポスǿー発表賞，CEA 2017 採録，

WI2研究会 第6回ステージ発表採択，DEIM2016優秀インǿラクティブ賞）

ライフイベントに依存したトピック推移の分析（情報処理学会論文誌TOD 採録，ACM SIGIR 2017 採録，DEIM 
2017 学生プレゼンテーション賞，平成29 年度 茗渓会賞，平成29年度 図書館情報メディア研究科長表彰）

音楽のジャンルと印象を用いたVOCALOIDクリエーǿの検索（人工知能学会論文誌 採録）

外国人観光客のためのスキー場のアスペクトを考慮した評判分析（IEEE WCCI 2024 採択）

都市環境における歩行者支援のための画像説明文生成（LREC-COLING 2024 採択）

都市別のソーシャルメディア投稿を利用した市民の性格特性分析（ICADL 2024 採択，

DEIM 2024 学生プレゼンテーション賞）

質問エンコーȀを利用したCNNに基づく関係推定（国際ジャーナル IJDL 採録，国際会議 ICADL 2020 
Best Paper Award Runner-up）

単語埋め込み表現を用いたイベント参加地域の推定  （令和元年度 情報学群長表彰）

市民意見と市議会議員意見の都市間比較
（国際ジャーナルIJDL採録，国際会議ICADL 2022 Best Paper Award Runner-up，

令和5年度 人間総合科学 学術院長表彰）

  

コミュニケーション理解研究室では，人間の言語理解の過程を明らかにしつつ，
人とコミュニティとをつなぐコミュニケーション意図の理解に加え，個人・組織・
集団・文化にわたる多層規範を調停する規範調停型アライメントを研究しています。

教員室 :   7D-213
学生研究室 :  7D-140
GPU環境 : A100-80GB × 4，RTX-A6000 × 1
学生数 :   13名
OB・OG : 51名

個人・組織・集団・文化にわたる多層規範を調停

既存のサービスでは得られない社会情報へのアクセス

自分の興味を見つける努力をしてください。

企業との交流を積極的に進めています。

・オランȀ・デルフトにて国際ワークショップ IRAI 2026を開催

・台湾，フランス，韓国の研究者と SemEval-2025 において PromiseEval ǿスクを開催

・東京大学，クラスǿーとメǿバース上のコミュニケーションの共同研究を実施中（2025年～）

・ 国際統合睡眠医科学研究機構と不眠症，カウンセリングの共同研究を開始（2025年～）

・日本システム技術株式会社との共同研究を実施（2022年, https://www.jast.jp/news/15159/）

ソーシャルコミュニケーション支援

大規模モデル（LLM・VLM等）の規範調停型アライメント

社会情報アクセス支援

コミュニケーション理解研究室

市民のツイートを用いた分散表現に基づく地名に対する市民の関心の傾向の可視化

（日本知能情報ファジィ学会誌 採録，平成29 年度 情報学群長表彰）

市民のツイートを分類するための関連語の抽出（平成29年度  総代・情報学群長表彰）

感情推定に基づく顔文字推薦（言語処理学会論文誌 採録, 情報処理学会 山下記念研究賞）

企業レポートからの公約評価・サステナビリティ基準遵守の検証
（国際会議 EMNLP 2026採録（採択率15.4%），EMNLP 2025採録（採択率22.16%），

SemEval-2025 PromieEval開催， NTCIR-19 RegCom 開催予定） 

囲碁解説文の分類と生成（DEIM 2025 学生プレゼンテーション賞）

意外性と納得感を考慮したなぞかけ生成（令和5年度情報学群長表彰）

部首と形状を考慮した中国語の未知語処理（IEEE IJCNN 2023 採択）

単語と文字の埋め込みの結合を利用したネットスラングの抽出（国際会議IALP 2022, ICADL 2021 採録）

13

都市を横断した市民意見の抽出
（言語処理学会論文誌 採録×2，WebDB夏のワークショップ2022 学生奨励賞，ARG 第16回 WI2 研究会 優秀

研究賞受賞，令和4年度 人間総合科学 学術院長表彰，令和2年度 情報学群長表彰）

言語理解に基づく新たなコミュニケーションサービスの提供

クリエーǿ

1 P
2

検索システム

将棋解説文の構成要素を考慮した解説文生成
（日本データベース学会論文誌 データドリブンスタディーズ採択，ARG WI2 第18回研究会 優秀研究賞，

  DEIM  2023 インタラクティブ優秀賞，  スポンサー賞（株式会社 LayerX賞），令和4年度 校友会 江崎賞）

形態素 n- (n

広告

山路を登りながら

音声翻訳の動的モデル選択（DEIM 2026 優秀インタラクティブ賞，学生プレゼンテーション賞）

SNSの投稿と頻度を考慮したゲーム依存のリスクスクリーニング
（国際会議 ACM WebSci 2026採録（フルペーパ採択率23％） 

AIカウンセラーによる自己開示を備えた対話システム
（DEIM  2026 学生プレゼンテーション賞）



高久研究室の紹介
研究室Webサイト: https://takaku-lab.slis.tsukuba.ac.jp/

• 教員:  高久雅生（たかくまさお）

• 研究室（居室） 教員：7D208室,  学生：7D221共同研究室

• 学生数（2026年度）: 5名（修士: 2名，博士: 3名）※2026年度はサバティカルのため卒研生の配属はありませんでした

• ゼミ指導：研究室全体ゼミによる進捗報告（隔週）と，個人ごとの指導（毎週）を行い，研究を進めま
す。 ※ゼミや個別面談はいずれも、学生の希望にあわせて対面・オンライン併用にて実施しています。

 高久研究室は、図書館情報学と情報学の融合領域を中心に、情報資源をどのように組織化し、検索・利
用・共有するかを研究する研究室です。

 「人の知的活動を支援すること」を目標に、システム構築、データ設計、利用者行動分析、新しいサー
ビスやインタフェースの提案など、多様なアプローチで研究を行っています。

 こんなひとにおすすめ

 メタデータ、Linked Data、Web API などを使って情報資源をつなげたい人

 電子図書館・デジタルアーカイブの新しい機能やサービスを考えたい人

 学術情報が、Web・ソーシャルメディア上でどのように流通、共有されるかに関心がある人

 情報検索や情報探索行動を分析し、利用者を支援する方法を考えたい人

 知識情報システム主専攻（主）と情報資源経営主専攻（副）から学生を受け入れています。

情報検索・情報探索行動は、人が必要な情報
をどのように探し、検索システムがそれをどのよ
うに支援するかを研究する領域です。検索手法、
検索インタフェース、検索評価に加え、ブラウザ
ログや視線データなどを用いて、利用者の情報要
求や探索行動、知識変容を分析します。

高久研究室では、新しい検索・推薦手法や検
索システムの開発、利用者の探索行動の分析を通
じて、よりよい情報探索支援の実現を目指してい
ます。

学術情報流通は、論文や研究データなどの研
究成果が、どのように公開・発見・共有・評価さ
れるかを研究する領域です。学術情報データベー
ス、DOIや著者IDなどの識別子、オープンサイエ
ンス、ソーシャルメディア等を研究対象とします。

高久研究室では、学術情報の識別・連携、研
究成果の公開・共有、学術情報サービスやデータ
基盤の分析などに取り組んでいます。

情報検索 / 情報探索行動 学術情報流通

電子図書館・デジタルアーカイブは、デジタ
ル資料やICTを活用して、資料の検索・提供・活

用を支援し、新しい図書館サービスや情報利用
の形を考える研究領域です。

高久研究室では、検索機能の高度化、Web API
を活用したサービスの提案、デジタルアーカイ
ブ資料の検索・可視化・教育利用などを通じて、
デジタル資料をより効果的に利用できる仕組み
を研究しています。

電子図書館 / デジタルアーカイブ

連絡先: 高久雅生  
Email: masao@slis.tsukuba.ac.jp  /   Twitter (X): @tmasao

情報組織化は、さまざまな情報資源を整理・記
述し、相互に関連付けて利用できるようにするた
めの研究領域です。メタデータ、分類体系、語彙、
識別子、Linked Open Data (LOD) などを用いて、
情報を効果的に表現、共有する方法を考えます。 

高久研究室では、書誌情報や教育情報などを対
象として、Linked Dataによるデータの構造化・連

携・公開や、データセットを効果的に構築・発
見・利用するための手法を研究しています。

情報組織化

• 古典作品翻訳のデータ構造化と利活用に関する研究 ―『源氏物語』を対象として―
• 絵画の協同鑑賞における知識共有と問いの投げかけが鑑賞行動に及ぼす効果に関する研究
• 多様性リランキングにより栄養バランスを考慮したレシピ気分検索システムの評価
• 特定主題における複数図書館のコレクション比較の可視化に関する研究
• 既知事項検索を指向した楽曲の曖昧検索手法の提案
• Instagramの写真を利用した飲食店検索支援システムの構築
• 日本のテレビ放送における番組のシリーズを同定する手法の開発
• 化粧品の購買支援のためのSNS情報の抽出提示手法の研究
• 新書本を用いた学問発見支援システムの構築

過去の卒業論文テーマの例



 
 

 
 
 

      

焼き物の粘土をねる動作  画像処理の過程を学ぶ           浮世絵アーカイブ 

わざの可視化          前処理によって結果がどうかわる？  どのあたりを描いている？ 

                                                この時代の流行は？ 

                                                  

   

                                

                                                

 

 

 

どんな研究があるのか。どんな技術を習得してみたいか。などなど、 

デモ展示をみて、これからの卒業研究をイメージし、テーマを具体化していきます。 

 

年間スケジュール 
10 月   オープンラボ 

12-2 月 基礎勉強、研究調査、 

3 月    研究会等で研究調査 

4 月～  システム開発、実験、論文執筆 

3 月    学会発表 

図書館との展示             グラフによる表現、AR を用いたインタラクティブな

操作により興味を引き出す試み など 

知識の集約、伝達をテーマに 
2016-2026 年度 AR +絵画鑑賞,知識集約, 身近な科学, 探究的学習, 

Kinect +浮世絵,オノマトペ,調理＋論理的思考、数学的リテラシー、可視化支援、 

スポーツ+可視化支援、データリテラシー＋地理情報、統計学＋AR、 

ジャーナリズム＋AR、ランニング＋データ解析、データリテラシー＋批判的思考 

パラドックス＋AR、浮世絵を読み解く、空手+ことば、浮世絵＋物語 or 歴史 or 数学 

バレーボール、プログラミング、AR＋データサイエンス、浮世絵＋歴史ゲーム 

粘土を練る動作解析、画像処理の過程を可視化、浮世絵＋地図 

 

時井研究室 

 
情報の可視化をテーマに研究をおこなっています 



研究分野は デジタルヒューマニティーズ（DH）です 
本研究室の考えるDHとは デジタル技術を人文学資料に応用することに 
より人文学とデジタル技術の双方での発展を目指す学問となります

担当教員は 古代エジプト語（ヒエログ
リフとヒエラティック）の文字資料を
対象とした言語学的な分析と検索プ
ラットフォームの開発を 筑波大学内外
の研究者と共同で進めています

キーワード:  
デジタルヒューマニティーズ, 古代エジプト, 言語学, 文献資料, 文字, 文化資源,  
博物館, アノテーション, IIIF (International Image Interoperability 
Framework), デジタルアーカイブ, オープンサイエンス

https://wdb.jinsha.tsukuba.ac.jp/ja

知識情報システム主専攻 
デジタルヒューマニティーズ研究室

永井正勝　    mnagai@slis.tsukuba.ac.jp 
個人研究室　 7D209 
共同研究室　 7C201

＜2025年度より始動した研究室です＞ 
・2025年度のゼミ生は３名です（日本の系図，日本の古地図， 
　古代エジプトの神々，に関するデジタル化研究に取り組んでいます） 
・2026年度も3名以内で受け付けます． 
・ゼミは週１回（75分程度）で行う予定です．



山本研究室の紹介 
本研究室は，観測可能な人の行動データを対象に，①データ分析による行動原理の解明，②機械学習を用いた行動
モデルの構築，③人の行動変容が可能な介入戦略モデルの研究に取り組んでいます．以下は研究テーマの例です． 

①行動経済学の知見に基づく行動原理の解明：私達はなぜ，数量限定の商品に惹かれたり，〆切間近まで仕事を先
延ばしにしてしまうのでしょうか？その理由の1つは，私達が認知バイアスを持つためであると考えられています．
認知バイアスとは，先入観や直感に頼って非合理的な意思決定をする心理傾向のことです．では，認知バイアスは
どんな状況で発生しやすいのでしょうか？この研究では，人の「行動」や「状況」をデータとして収集し，データ
分析と行動経済学の知見を組み合わせて，認知バイアスの発生傾向を定量的に明らかにすることを目指します． 

②機械学習を用いたマルチモーダルデータ分析技術：人の行動予測や理解は，多くの産業分野で重要な技術です．
例えば，交通の分野では人流予測によって混雑の回避策を検討できます．人の行動はマルチモーダルデータとして
蓄積されます．マルチモーダルデータとは，テキストや画像，センサなど複数のデータ形式が組み合わさったデー
タ集合のことです．この研究では，マルチモーダルデータに対して，機械学習を用いてそれぞれのデータを適切に
処理し，データ間の相互作用を最大化することで，人の行動予測や理解を実現する基礎技術の開発を目指します． 

③認知バイアスを考慮した個人適応型介入策の策定：①でも述べたような人の不合理な行動は，どのような方法で
良い方向に変えることができるでしょうか？方法の１つとして，Nudgeという介入策が知られています．Nudgeと
は，認知バイアスを利用して人々の行動を無意識に導くための手法で，特定の選択をするようにさりげなく促すも
のです．現状，多くのNudgeは人々に対して一律の介入方針を提供します．この研究では，より効果的に人々の行
動を変容するため，個人の認知バイアスの強弱を考慮したNudgeシステムを構築することを目指します． 

 

 研究室の基本情報 
　研究キーワード：行動モデリング，機械学習，データ分析，マルチモーダルデータ，行動経済学，行動変容 
　今年度募集人数：システム3名＋科学2名，　現在の学生数：学類生5名＋大学院生5名＋研究生3名 
　　　ゼミの頻度：全体打ち合わせ（150分/毎週），個別打ち合わせ（60分/随時） 
　　　　　　　　　対面とオンラインを併用します．打ち合わせの日時は，学生と相談の上決定します． 
　　　教員研究室：7D504，　学生研究室：7D140 
　　　教員連絡先：syamamoto [at] slis.tsukuba.ac.jp 
           研究室HP : https://yamamotolab-tsukuba.github.io/

nomics, it has been shown that when there is a financial
cost associated with an action or decision, that cost, in a
monetary sense, affects subsequent actions and decisions.
Typical examples are the sunk cost bias (the fallacy of
buried cost/revenue) (Thaler and Johnson 1990; Kahneman,
Knetsch, and Thaler 1990; Arkes et al. 1994; Thaler 1999).
We further explore this research topic by considering a dif-
ferent sense of costs such as the effort (in a non-monetary
sense), and newly study the impact of sunk costs on the
shape of the value function present in the Prospect Theory.
Our experiments support the possibility that the effort that
the user puts into the process of reaching a reference point
determines the shape of the value function.
Our research contributions include insights about which

of multiple potential reference points we assign highest pri-
ority to. In the context of Codeforces ratings, various metrics
such as round numbers and user’s personal best rating could
be reference points. Furthermore, the Codeforces site tags
each user with a color (title) as a step/staircase function in-
dicative of skill. We analyze a large-scale dataset of online
competitive programming contests, and show that users be-
have as if they consider the color boundaries to be reference
points. Our study suggests the importance of site design for
personal pages since it may influence what numbers users
perceive as reference points.
We demonstrate the value of our insights through a task

of predicting the decision making characteristics of a user
who has just crossed a color boundary (predicting when a
user will return to the site and join the next contest) from the
reference points and personal history. By manually selecting
important features for making predictions based on our in-
sights, we can build a model that achieves better prediction
accuracy than a baseline model (time-series deep learning
model) even if only a small amount of training data is avail-
able.
Our insights appear valid for services with a wide range of

decision making events with uncertainty, and they are partic-
ular useful for site operators whose goal is to educate users
and improve their skills (e.g., Coursera 2 and Duolingo 3).
Such sites need to encourage users and keep them from leav-
ing the service. For example, based on the predicted return
time of each user, the site operator might be able to deter-
mine whether or not to intervene (engage) with her before
she actually quits the site. Also, since her personal history
indicates which reference points she is (should be) focusing
on, the site operator may improve motivation by explicitly
highlighting the preferred point to her.

Preliminary
Competitive programming contests. Codeforces provides
a website where participants compete using their program-
ming skills. The site holds programming contests on a regu-
lar basis, and users (contestants) are free to decide whether
or not to join the contest. Users are asked to solve presented
questions within a time limit. The site evaluates the pro-
gramming skills of users based on the contest results, and

2https://www.coursera.org/
3https://www.duolingo.com/

Rating Title Color

3000+ Legendary grandmaster Black+red
2600 - 2999 International Grandmaster Red
2400 - 2599 Grandmaster Red
2300 - 2399 International master Orange
2100 - 2299 Master Orange
1900 - 2099 Candidate Master Violet
1600 - 1899 Expert Blue
1400 - 1599 Specialist Cyan
1200 - 1399 Pupil Green
0 - 1199 Newbie Gray

Table 1: Rating, title, and color table of Codeforces.

Figure 1: Basic structure of user’s personal page.

updates their ratings. The site uses a step/staircase function
to assign a color and title to each user to indicate her rat-
ing (see Table 1). For example, a user with a rating between
1900 and 2099 points has the color of violet. Users are rated
by a system similar to the popular Elo rating used by offi-
cial chess federations (Elo 1978). Since Elo rating was orig-
inally designed for games with two participants, Codeforces
extended it to support games (contests) with multiple par-
ticipants. We start with a set of users U joining a contest.
According to the Elo rating system, the probability that user
i ∈ U with rating Ri gets the better of user {j ∈ U |j ̸= i}
with rating Rj is calculated by

Pij =
1

1 + 10
Rj−Ri

400

. (1)

Expected rank ri of i among U is calculated by the sum,
over all other users, of the probabilities of winning (securing
a higher position than) i;

ri =
∑

{j∈U |j ̸=i}

Pji + 1, (2)
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主要研究業績 1

プログラミングコンテストサイトでは，
各ユーザがより上位のレート（色）を目指して
コンテストに日々参加している

ユーザの損失回避傾向の強弱（参加時間間隔）を，
過去の努力量の大小で説明できることを実証
→プロスペクト理論（行動経済学の理論）の存在を，
実データで実証した世界で初めての研究

損失回避傾向

ユーザのコンスト参加履歴を分析してみると，
色境界付近で参加時間間隔が長くなる，
損失回避的な行動が確認された
→ユーザはどういう状況で損失回避が強まる？

レート 損失回避傾向の強さ

ユーザの努力量

コンテストの成績でレートが変動し，
レートに応じて色が与えられる

時間選好とは，人が目先の利益を高く見積り，
将来の利益を低く見積もる性質
→目先の利益を優先した意思決定を引き起こす
（例：目の前のお菓子やお酒＞将来の健康）

心
理
的
価
値

経過日数

時間選好：弱
時間選好：中
時間選好：強

時間選好が強い人は，
将来の価値を低く見積もる

▼

心理的価値が割り引かれる様子

時間選好を
考慮した介入方針

メッセージング

時間選好の強さ

時間選好の強弱で心理的価値の割り引き方が異なるなら，
時間選好に応じて響きやすい介入策があるのでは？
→時間選好を考慮したメッセージングシステムを開発

説明介入方針介入対象
すぐ 得られる 小さな 利益即時報酬時間選好が強い人
将来 得られる 大きな 利益遅延報酬時間選好が弱い人

実験参加者200名，期間4週間の大規模なメッセージ
提示実験を実施し，時間選好の強弱に応じて効果的
な健康行動促進メッセージが異なることを明らかに

ス
ト
レ
ッ
チ
達
成
率

非介入群
リマインド群

即時報酬群
遅延報酬群
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デジタルネイチャー研 卒業研究生の募集

Welcome to DNG

指導教員陣
落合陽一 [Yoichi  Ochiai]

伏見龍樹  [Tatsuki  Fushimi] 李晶晶  [Jingj ing Li]／

来
年
は
園
芸
博
が
あ
り
ま
す

愉
快
な
研
究
室
で
す

楽
し
く
研
究
し
よ
う

Digital Nature Group

お い で よ デ ジ タ ル ネ イ チ ャ ー の 森

配属予定人数
知識情報システム主専攻 2 名
（情報メディア創成学類 6 名）

選考方法
やる気と実装能力を考慮して選考します．
学生に求める姿勢は，次の 2 点です．一つ目は，研究が好きで，意欲を持って
継続的に取り組めること．二つ目は，毎週自分の研究テーマについて，少なく
とも 5 分間の報告ができることです．加えて，わからないことを素直に質問で
きる人や，一人で抱え込まずに周囲に相談できる人を歓迎します．

◎知識情報・図書館学類 協力教員



ゼミ形態と指導体制
DNG Seminar

教員陣 修士・博士・研究員卒研生

メンター制度
日々の研究相談相手として，一人ひとり専属の先輩たち
1~2名（修士～）が助言をしてくれる制度

１対多の指導
日常的に学生間での
指導をチェック

大きな方向性の相談や
研究結果の報告
論文添削の依頼 等

学生の自主的な研究能力を育てるため，各自が必要
に応じて自由に教員への相談時間を予約する形式

デジタルネイチャー研究室では，卒研生にメンター制度を導入しています．配属後，研究テーマを決めていく過程で，研究内容
や使用する手法などを総合的に考慮し，卒研生一人ひとりに専属の先輩が 1～2名つきます．日々の研究相談や進捗報告はもちろ
ん，進路や履修について相談している人もいます．担当の先輩だけでなく，学年や分野を超えて全員が互いに助け合いながら研
究室を運営しているので，「他の分野に挑戦してみたい！」といった声も歓迎しています．また，自主ゼミも数多く企画されており，
同じ研究分野や同じ学年のメンバーが集まって，毎週決まった時間に輪読会や進捗報告会，ワークショップなどを行っています．
教員への相談は，メンターとのやりとりでは解決しきれない問題がある場合や，教員から斬新な意見がほしい場面などで，必要
に応じて 1 回 15～30 分ほどの時間を予約して行います．毎週決まった形式で長時間ゼミを行うのではなく，短時間で濃密な議
論をするために，「学生が自主的に議論を持ちかけるゼミ」を目指しています．

過去の研究テーマ
研究テーマは，学生の希望をもとに，教員と学生で議論
しながら一から考えます．その際，トップカンファレン
スや世界的なメディアアートイベントに採択され得るほ
どのインパクトを持つテーマになるまで吟味します．

指導可能な研究領域
• バーチャルリアリティ（VR）／拡張現実（AR）

• ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）

• コンピュータグラフィックス／ホログラフィ

• 視覚・聴覚・触覚ディスプレイ

• デジタルファブリケーション

• ロボティクス／人間拡張

• AI・機械学習の応用

• メディアアート／エンターテインメント

• デジタルヒューマニティーズ／テクノロジーと社会・文化

上記に限らず，分野を横断した研究も歓迎しています

過去の卒業研究題目

• Life is Mystery: Reconstructing Everyday Life Where Mystery 
Reincarnates

• 自分自身と向き合うMR剣道稽古システム ―オートエスノグラフィーを
通じた剣道における「気」の探究―

• MeDaCA: Method of direct manipulation and conditions for acoustic 
tweezers grasping Medaka

• Impression of the Sound of Rain Hitting Umbrellas
• Proposal of a new meat cooking method using High-intensity focused 
ultrasound(HIFU)

• マイク・イン・ザ・ループによる音響ホログラムの最適化
• 視覚障害者のための情景説明
• Goshuin 2.0 ‒Construction of the World's Largest Goshuin Dataset 
and Automatic Generation of Goshuin with Neural Style Transfer‒

• Blind Badminton -System Development to Recognize a Flying Object 
Without Vision-

• Design Method of Digital Fabricated Pen and Evaluation of the 
Writability

• Choreography composed by Deep Learning

（知識情報システム主専攻卒業生のみ）

Research Theme

１年間のざっくりスケジュール

研究テーマの立案
メンター決定

配属～6月

大学院入試

7~8月

中間発表会

9～10月

卒論執筆

12~1月

学会への投稿
新しいテーマの立案

2月～

 卒研生新歓  研究合宿  研究合宿 卒論チェック会 知識は着手発表会

Digital Nature Group HP/NEWS にて公開される
[ デジタルネイチャー研への卒業研究配属について (2026) ] を必ずご覧ください
※より詳細な研究室情報や現役生の体験談などを掲載した研究室紹介パンフレットが公開されます！



柳浦研究室 ｜ 知識情報システム主専攻 Mail tyanagiura@slis.tsukuba.ac.jp

データで、教育の「当たり前」を問い直す
教育経済学 ×教育データサイエンス
思い込みや慣習で動きがちな教育に、データで光を当てる。
「本当に効果があるのか？」「公平なのか？」を検証する研究室です。

どんな研究をしているの？

1 地域と大学

小さな私立大学は、
地域の役に立っている？

全国に数百ある小規模私大が、地域経済にどれだけ貢献
してきたかを検証。

2 情報公開と行動

収入データを公開したら、
進学先は変わる？

米国の大学別収入データを分析。→ 公開だけでは行動は
ほぼ変わらず。

3 学校政策の効果

中学校でスマホを禁止したら、
学力は上がる？

米国の中学校でのスマホ持ち込み禁止が、学びを高める
のかを検証。

4 国際化とバイアス

大学の「国際化」PRに、
偏りはない？

〈白人＝国際的〉という無意識のイメージを、AI ×ビッ
グデータで数値化。

5 データ ×学生支援

学業不振は、
予測して防げる？

出席・成績・学習ログからつまずきを早期に発見し、支
援につなげる。

6 情報提供の効果

さりげない情報で、
行動は変わる？

リマインドなど小さな「ナッジ」で、学習・進学行動は
変わるかを検証。

卒論では 身近な教育の「当たり前」を1つ選び、データで効果を確かめます。
テーマ例：奨学金、入試制度、オンライン授業、生成AIと学習、部活動、塾など

研究室データ 2期生募集

募集人数 0〜2名

今年度の在籍 学類生 1名
ゼミ 週1回・2時間程度
教員室 7D304
学生の部屋 7D220（立石研・小原研と合同）

身につく力

・「効果」を正しく測る考え方（因果推論）

・R／Python による大規模データ分析
・社会の疑問を、検証できる「問い」に変える力

意欲のある人を歓迎します！
プログラミング未経験でも大丈夫。

2期生として、新しい研究室を一緒につくろう。

OPEN LAB

オープンラボ開催！
立石研・小原研と合同開催

10/15（木）16:00 – 18:30
会場 7D220
いつでも気軽にお立ち寄りください。



若林研究室若林研究室



多様な図書館に携わる情報専門職の育成を目指して：大庭一郎研究室紹介（2026年版）      大庭一郎

 

本研究室では，公共図書館，大学図書館，学校図書館

等における情報サービス，図書館職員の養成・人的資源

管理に関する問題について多角的に研究しています。 

１．研究指導の４領域と研究テーマ 

本研究室における研究指導の柱は，大きく分けて４つ

の領域に分類されます。近年，これら全領域において，

多種多様な研究テーマに取り組んでいます。 

第１領域は，図書館における各種サービスの現状，そ

のあり方，構成方法です。各ゼミ生が関心を持つ図書館

の多様なサービスを対象とし，主に文献調査と訪問調査

を用いて研究を進めます。過去のテーマには，公共図書

館と学校図書館との連携，移動図書館，図書館利用教

育，初年次教育，PR，図書の製本・修理，地方行政資料

の提供，都道府県立図書館，刑務所図書館，高等専門学

校図書館，公共図書館政策，米国の公共図書館のサービ

スの設計手法，等があります。 

第２領域は，図書館における情報サービスの現状，そ

のあり方，構成方法です。各種レファレンス・トゥール

の比較評価や，新しい情報サービス，電子図書館への取

り組みを扱います。過去のテーマには，国立国会図書館

の雑誌記事索引，日本書籍総目録とBooks，大宅壮一文

庫，レファレンスサービス，総合目録，ビジネス支援，

農業支援，子育て支援，医療・法律情報や消費者情報の

提供，レファレンス事例集，携帯サイトを用いた情報発

信，レファレンス協同データベース，農業米国の公共図

書館の宿題支援サービス，等があります。 

第３領域は，学校教育と生涯学習における読書活動の

現状とそのあり方です。学校教育や生涯学習の場におけ

る様々な読書活動について研究を進めます。現在まで

に，青少年読書感想文全国コンクールの課題図書，子ど

も読書活動推進計画，国語科教育における読書指導，大

村はまの読書生活指導，『二十四の瞳』の編集と出版，

毎日新聞社の各種の読書調査，等が研究されました。 

第４領域は，図書館職員の養成と人的資源管理です。

日米の図書館職員養成，図書館情報学教育の現状，職員

の人的資源管理や新たな役割について扱います。これま

でに，国立大学の図書館職員採用試験問題の分析，反省

的実践家の観点からみた図書館員，公共図書館の職員研

修やレファレンスサービス研修，等が研究されました。 

２．１年３か月にわたる研究指導 

研究テーマを決める際は，各自の関心領域を出発点と

しますが，その妥当性については研究室訪問やゼミの際

に相談に乗ります。ゼミは３年次の12月から４年次の

２月まで，毎週１回，原則対面で実施し，毎週必ず出席

することが求められます。ただし，就職活動中や長期休

暇中は日程調整が可能です。３年次のゼミ（集団指導ゼ

ミで）は，課題文献を読みながら配布資料をまとめ，発

表・討論を行います。そして３年次の２月までに各自の

卒業研究テーマを確定させ，研究に着手します。４年次

は，個別指導と集団指導を併用し，公務員試験準備や就

職活動と並行しながら着実に研究に取り組みます。４年

次の９月末までに全ての基本文献を読み終え，10月から

論文を執筆し，12月末に卒業研究を完成させるため，計

画的かつ着実な努力が必要です。 

３．研究をすすめる上で望ましい条件 

３年次までの科目履修を通じて，図書館（主に公共図

書館と大学図書館），情報サービス，図書館経営に関す

る科目を十分に履修していることが望まれます。また，

３年次秋学期までに，望ましい資格試験に挑戦し資格を

取得したり，各自のキャリア形成（就職，起業，進学，

留学等）に必要な幅広い教養力を身につけるために，

「公務員試験準備講座（教養模擬試験）」を活用してい

ることも望まれます。研究テーマに応じて英米の図書館

関連文献も読み込むため，英語多読図書を活用して英語

文献を読む努力ができること，紙媒体の新聞（全国紙）

に目を通す習慣づけができていることが望まれます。 

４．選考方法と受入条件 

選考は，複数回の面談とレポートによって行います。

ゼミ希望者は，2026年10月５日（月）の20時までに研

究室面談を希望するメールを送付して下さい。その際，

A4判１枚のMS Word資料を添付し，学籍番号，氏名，ゼ

ミで取り組みたい３〜４種類の複数の研究テーマとその

説明，進路希望と取り組み状況を明記して下さい。 

第１回目の研究室面談はオンラインにて，訪問期間の

第1週目である10月８日（木）から14日（水）までに

実施します。日時はメール受領後に調整しますが，この

期間に面談を行わない場合，２回目以降の面談には進め

ません。面談の際は，提示した研究テーマについて説明

して下さい。第２回目の研究室訪問面談では，研究計画

を通じてテーマや方法が指導可能であることの承認を得

る必要があります。２回目の面談を終えた後，レポート

（A4判1枚）をまとめて提出して下さい。 

ゼミ生には，学類の授業，公務員試験の準備，就職活

動，大学院への進学準備，等と並行しながら，１年３か

月間，卒業研究に着実に取り組む覚悟が必要です。 

５．多彩なキャリアパス 

本研究室の卒業生は，大学院修了後の進路も含め，図

書館界を中心に多方面で活躍しています。ゼミ生の中に

は，４年次に1)公務員・図書館系の採用試験と2)大学

院入試の両方に合格し，翌年３月に学類卒で就職すると

同時に，４月から筑波大学の大学院「情報学学位プログ

ラム」（オンライン学修可能）に進学する者（社会人大

学院生）もいます。2026年４月１日現在の主な進路は，

国立国会図書館１名，大学図書館16名，大学職員３

名，公共図書館５名，学校図書館１名，地方自治体職員

11名，独立行政法人職員１名，民間企業7名，進学等2

名となっています。 

本研究室では，学類の教育課程と研究室で学んだ事柄

を踏まえて，現代社会の様々な領域で「記録による知識

共有」を担う多彩な人材を育成しています。 



知識情報・図書館学類

小野研究室 https://onolis.info

研究室概要

図書館情報メディア系 小野永貴（おのはるき）
• 専門分野： 学校図書館，情報教育，図書館情報学等
• 教員連絡先： 
• 学生研究室： 7B240共同研究室
• ゼミ形態： 原則週1回（長期休暇中などは長めのゼミを不定期実施）

本研究室が扱う研究領域
現在の中学・高校で行われる探究学習は高度化しており、これらの多

様なメディアを駆使して学ぶことが、中高生には求められます。しかし、
これは大変難しいことで、誰もが最初は不安を抱えたり途中で問題が生
じたりします。
この不安や問題を解消し、中高生が安心して探究成果を生み出せるよ

う、よりよい指導法の確立や支援システムの構築が望まれます。
本研究室では、この実現に必要な基礎データや要素技術を明らかにす

べく、様々な学校現場と連携しながら実践的な研究を行っています。
（筑波大学の附属校や各地の私⽴/公⽴学校と連携研究を実施してきました）

今年度のメンバー募集
研究成果の対外発表を重視しており、早期の学会発表や論文投稿を推奨しています。
過去には４年生の時点で国際会議に採択され、海外で発表した学生もいます。
また、本研究室は、ビブリオバトルに関するイベントや公開講座を運営したり、
「図書館総合展」へ出展したりするなど、通年で多数の教育活動や分野的貢献に取り組んでいます。
長期休暇にはリゾート地で、特別ゼミ合宿も実施しています（参加は任意／一部は他大学と合同）。
これらも含め、様々な研究室活動に意欲的に関わって下さる皆様を歓迎します。

特に今年度は、以下の関連テーマに関心をもつ方を、重点的に募集します。
1. 中学・高校の探究学習における「研究倫理教育」や「研究不正防止」
2. 中学・高校の「図書委員会」に関する研究
3. 知的書評合戦「ビブリオバトル」に関する研究
4. 高校の教科「情報」の研究
5. 中学・高校での「メディアリテラシー教育」
6. （学習テーマに応じて書架を動的に再現する図書館のバーチャル展⽰開発）
上記は概要の抜粋です。詳細は「卒業研究指導方針」を必ずご覧のうえ、面談にお越しください。

キーワード
学校図書館
図書委員会
ビブリオバトル
高校「情報科」教育
メディアリテラシー教育
探究学習支援
生成AIと中高生
研究倫理・情報倫理
図書館不安・研究不安

オープンラボ日程はWebサイトに掲載！



進路
大学院進学・公務員 (司書・行政 )・民間等

活動
◆ ゼミ   月 1～3 回
◆ 個人面談 月 1～3 回
◆ 合宿  年 2回 (3月・ 9月頃)
◆ 学会参加 希望者䛿随時
◆  慰労会等 年 3～4 回

図書館プログラムの実態

多様化する読書のあり方
公共圏

都道府県立図書館の特徴

集合的記憶

ティーンの図書館利用実態

図書館の建築と空間

図書館における市民協働

公共図書館の学校支援

社会的正義

雰囲気・スケジュール
◆学生同士䛾関係䛿とても和やかです。研究室䛾
センターテーブルを囲んで䛾談笑もし䜀し䜀。

◆ ゼミで䛿活発に議論が行われ、研究や発表内容䛾課題
を指摘しあうことで論理的な思考が鍛えられます。

卒論提出中間文献輪読等

研究テーマ決定

着手配属 合宿

論文執筆各自研究を進める

合宿

博士後期： 7名
(社会人6名)
博士前期： 8名
学類4年： 5名

MEMBERS

◆ 3年生䛿配属後、研究法に関する入門書䛾輪読等を通して基礎知識を学びます。そ䛾後、 3月中に卒業研究䛾
テーマを定め、 4月以降本格的に卒業研究に取りかかります。研究䛿個人面談を中心に進みますが、卒業研究䛾
発表1か月程前から複数回開催されるゼミ䛾質疑応答で、内容をさらに精錬させていきます。  

7D340

koizumi@slis.tsukuba.ac.jp
連絡先

図書館と地域の未来を
共に創造しましょう

小泉研究室

10月中旬、実施！
オープンラボ

研究領域：図書館のマネジメント・ガバナンス
図書館および類縁機関が、知識や情報をど䛾ように管理し 、 ど䛾ように市民
に提供する䛾か、それらにより社会䛾課題をど䛾ように解決していく䛾かに
ついて、 (1)政府（公共政策）・ (2)図書館（経営）・ (3)市民（図書館䛾利用
者）・ (4)図書館を支える理論䛾切り口から、実証的あるい䛿理論的な研究
をおこなっています。

図書館政策



 

 
 

読書 ｜ メディア ｜ 学習 ｜ 図書館 ｜ リテラシー 
 

鈴木佳苗研究室では、読書、メディア利⽤、学習⽀援、図書館サービスなど、「⼈の学び

や⽣活を豊かにする情報資源の活⽤」を中⼼に研究できます。調査・実験・分析など多様な

⽅法で、実社会の課題にアプローチする研究を歓迎します。 

まだ研究テーマが明確に決まっていない場合でも、以下のキーワードが自分の関心と重

なる場合は、卒業研究指導方針を確認し、面談で相談してください。 
 

  関心のあるキーワード×方法から考えられる卒業研究の方向性の例 

関心のあるキーワード 主な方法 研究の方向性の例 

読書・メディア利用 調査・実験 
利用と理解・態度・学習・社会性などとの 

関係、影響やその過程 

調べ学習・探究学習・ 

学習過程 

調査・実験・ 

インタビュー 

情報の探し方・資料や知識の利用、効果的な

方略や学習支援 

学校図書館・公共図書館 調査・インタビュー 
サービスや学習支援の実態・課題、よりよい

環境やサービス 

メディア教育・情報教育・

リテラシー 
開発・実践・評価 

学習支援の方法やプログラムを開発し、そ

の効果や課題を検討 

メディアが伝えるメッセ

ージ 
内容分析 

メッセージの特徴を体系的・客観的に捉え、

内容や表現の違いを検討 

 

実際の卒業研究の例 （※これまでの研究例です） 

「読書形態と題材が作品理解および読書態度

と関心に及ぼす効果」 

「害意のある偽情報対策の学習プログラム開

発と評価」 

「インフォメーション・リテラシーの育成に

おける学校図書館の活用」 

「健康食品における CM 広告の特徴」 

 

卒業研究は研究方法を学びながら進めます 
• 12 月～6 月：文献を読み、ゼミで研究

方法を学びながら、目的・方法を決める 

• 6 月～：データ収集・分析、中間発表、

卒業研究の執筆 

• 1 月：卒業研究提出・最終発表 

• ゼミは週 1 回程度（開催日は相談 
可能） 

募集・研究室でできること・進路など 

• 情報資源経営主専攻 3 名程度募集 

• 研究プロジェクトへの参加も可能 

• 調べ学習や探究の支援・オーディオ 

ブックを用いた研究なども実施 

• 進路：企業、公務員、図書館への 

就職、⼤学院進学など 

卒業研究で、⾃分の関⼼のあるテーマに関連して、特に、原因・影響や効果、 

その過程を明らかにしたいと考えている場合には、複数のアプローチを提案することが可能です。 

研究室紹介 鈴木佳苗研究室 



髙良研究室 
 
〇ゼミの概要 

髙良研究室は情報法分野を研究する研究室です。 

情報法領域は、情報通信技術と法に関するICT法の領域、メディアと法に関する領

域、情報保護や情報の利活用と法に関する領域です。 

情報法に関する領域であれば、幅広く研究可能です。 

 
〇募集人数 

3人（最大5人） 

 
〇ゼミの頻度 

ゼミは原則週1回です（プレゼミ・卒研ゼミ共通）。現在、日時は固定せず、ゼミ

生と日程調整を毎回行っています。少人数の場合は柔軟に対応します。 

 
〇これまでの卒論テーマ 

高良研究室は2021年度から始まった研究室です。これまでのゼミ生の研究テーマは、

名誉毀損、情報公開法、ヘイトスピーチ、児童ポルノ規制、AIと法などです。参考

までに、大学院には法情報学研究を行っている社会人学生が1名います。 

 
〇卒論指導方針 

プレゼミでは法律文献に慣れてもらうために、法律論文の輪読を行います。 

4月からは、各自文献調査を行ってもらい、毎回ゼミで進捗状況の確認と指導を行

います。希望に応じて個別指導を行います。 

 
〇指導教員：高良幸哉 

2020年1月から筑波大学勤務 

研究テーマ：刑事法（サイバー犯罪・児童の権利保護など）、情報法（情報通信技

術と法、情報保護など） 

 
〇連絡方法 

髙良にアポイントを取る必要がある方は、takara@slis.tsukuba.ac.jp までご連絡

ください。 
 





研究室紹介：現代メディア文化やその社会や図書館サービスにおける活用について考えてみませんか？ 

◆研究内容はどんなものですか？ 
 指導教員の原 淳之です。私たちの研究室には、各種メデ

ィア（情報資源）の特徴や、それらを社会や図書館で活用

するための制度や方法について、日本語・英語で研究する

学生が集まっています。例えば、現代小説の海外における

翻訳出版を支援する政府の取り組み、欧米で盛んなヘルス

リテラシーの観点からみた公共図書館の健康情報サービ

ス、読書バリアフリー推進に向けた公共図書館のコレクシ

ョン形成、アニメーション療法に用いられる作品の特徴、

マンガにおける役割語の分析、映画感想文を活用したリテ

ラシー教育など、多様なテーマに取り組んでいます。なお、

現在、日本の政府はゲーム、アニメ、マンガ、音楽、映画

を日本の成長戦略における重点分野（コンテンツ産業）と

して推進し注目されています。ゼミ生は 5 名です。 
 
◆卒業研究ってどんなふうに進めるのですか？ 
 研究方法は各自のテーマによって、何がふさわしいかを

考えながら進めています。質的・量的な調査のどちらも考

えられます。文献を読み、テクストの語彙を量的に分析し

たり、映像を対象とした内容分析や、統計資料を用いた調

査をすることもあります。エビデンス（根拠となる事実や

データなど）に基づくことを意識しながら進めます。みな

さんはレポートを書くときに、感想のような考察になって

しまったことはありませんか。研究ではそうならないよう

にします。なお、ゼミ生には、高校の文系／理系、総学か

らの移行学生など、さまざまな学生がいます。 
 研究指導は教員の研究室での対面やオンラインで、週 1
回のペースで実施しています。個別指導に加え、ゼミ生み

んなで集まることもあります。論文執筆はもちろん各自が

主体的に進めますが、みんなでプレゼンの練習をする場合

もあります。 
 あと、指導教員は、ドイツのテュービンゲン大学日本文

化研究所やベルリン＝フンボルト大学の図書館で業務に

従事したことがあります。ドイツの図書館に興味のある学

生がいましたら相談してください。 

 

◆研究室の雰囲気は？ 
 研究室は明るく活気があり、さまざまな《楽しい企画》

も行っています。今年は 2 月に 3・4 年生の交流会（顔合

わせ会）を開催しました。過去には、軽井沢・那須高原・

湯西川温泉などへのゼミ旅行や、バーベキュー、花見をし

た年もあります。また、海外から研究者や学生が来訪する

際には、英語でのコミュニケーションにも挑戦してもらっ

ています（特にドイツや韓国との交流があります）。 
 《進学・就職》は、大学院（博士前期課程・情報学学位

プログラム）への進学のほか、就職先・内定先には、国立

国会図書館、国立大学法人（事務・図書）、地方公共団体（司

書・学校司書、教育委員会を含む）、最大手の電子書籍取次

事業者、図書館コンサルティング会社、映像・音楽などを

扱うエンタテインメント総合商社、ゲーム制作会社（クリ

エイター）、出版社（編集者）などがあります。 

 
昨年度の原研究室ゼミ生（3 月卒業式の日に撮影） 

◆他に学生に伝えたいことは？ 
 研究テーマは最初から整っていなくても、ゼミの過程で

洗練させていきます。まずは研究室を訪問して相談してみ

てください。研究室訪問の希望をメールで送ってもらえれ

ば面談のための時間をお返事します。 
 

 

 

◆
ゼ
ミ
生
に
よ
る
研
究
室
紹
介 

 
―

気
兼
ね
な
く
発
言
で
き
る
雰
囲
気―

 

 

私
た
ち
の
研
究
室
は
週
に
１
回
の
ゼ
ミ
が
あ

り
ま
す
。
ゼ
ミ
の
後
も
み
ん
な
な
か
な
か
帰
ら

ず
、
も
ろ
も
ろ
の
雑
談
を
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。
４
年
生
に
な
る
と
授
業
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
な
か
な
か
学
類
の
友
達
と
会
う
こ
と
も
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
週
１
で
お
も
い
っ
き
り

お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
良
い
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
っ

て
い
ま
す
。
私
は
都
内
で
企
業
に
就
職
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
面
接
の
場
で
自
分
の
卒
業
研
究

の
こ
と
や
最
近
の
出
来
事
を
聞
か
れ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
研
究
の
説
明
は
ゼ
ミ
内

で
随
分
や
っ
て
き
た
お
か
げ
で
ス
ラ
ス
ラ
と
話

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
み
ん
な
で
話
し
た
内

容
は
研
究
に
関
わ
り
の
な
い
こ
と
で
も
良
い
話

の
種
に
な
り
ま
し
た
。
悩
ん
だ
り
挫
け
そ
う
に
な

っ
た
時
も
、
み
ん
な
に
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た

り
、
応
援
し
て
も
ら
っ
た
り
。
就
活
を
無
事
に
切

り
抜
け
ら
れ
た
の
は
こ
の
研
究
室
だ
っ
た
か
ら

だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
す
！ 

 

ま
た
、
私
た
ち
は
《
よ
く
遊
び
！
よ
く
学
べ
！
》

を
モ
ッ
ト
ー
に
楽
し
い
企
画
も
た
く
さ
ん
立
て

て
い
ま
す
。
３
年
生
の
３
月
に
は
新
潟
に
ス
キ
ー

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
は
雑
談
で
ポ
ロ

っ
と
出
た
話
が
盛
り
上
が
っ
て
実
現
し
た
も
の

で
す
。
６
月
に
は
他
の
研
究
室
の
友
達
も
誘
っ
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
し
、
研
究
室
の
メ
ン

バ
ー
の
誕
生
月
に
は
ケ
ー
キ
を
用
意
し
て
誕
生

日
パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。
何
か
や
り
た

い
こ
と
を
言
う
と
先
生
も
含
め
た
全
員
が
聞
い

て
く
れ
て
、
積
極
的
に
持
ち
か
け
れ
ば
ど
ん
ど
ん

実
現
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
研
究
に
関
す
る
こ

と
で
も
、
雑
談
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
意
見
を
気

兼
ね
な
く
発
言
で
き
る
雰
囲
気
が
原
研
究
室
の

何
よ
り
の
魅
力
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

（
研
究
室 

卒
業
生 

武
田
未
来
さ
ん
） 



指導教員プロフィール
バールィシェフ、エドワルド（Eduard BARYSHEV）

7D415 研究室、内線 1347、baryshev@slis.tsukuba.ac.jp

学生研究室 情報メディアユニオン 407-1 号室（白井先生と共同）

WHAT ARE ARCHIVES?

①永久保存のために選別され、特別な施設で一定の国家機関・社会団体や個人の活動の証言

として保存されている記録、②上記の記録が保存されている機関および施設

研究領域
• アーカイブズ学理論全般

• 各国の記録管理と文書館（記憶継承施設）

• 各国のアーカイブズ文化とアーキビスト教育

• 保存記録の管理・利用に関わる諸問題

• 記録媒体と情報処理

• 歴史記録（アーカイブズ）と史料論

• アーカイブズの政治的・社会的な機能性

卒業論文例
• 現代ドイツにおけるアーキビストの養成制度

• 文書館における展示活動に関する研究

• 文書館建築の認識に関する研究―イタリア共和国を事例に―
• カザフスタンの文書館制度

• 震災伝承施設の機能と課題－アーカイブズとの関係を中心に―
• 災害に関する動画資料の収集と利活用

指導方式
● 隔週、ゼミ方式の授業（2 時間程度）を行う他、個別に相談できる時間を設けます。

記録遺産に関心をもち、 過去、現在および未来におけるドキュメントの在り方について学
び、 国際色のある独創的な研究に取り組んでいきたい人を、 研究室で待っています。

Dear students, I am waiting for your coming!

保存記録（アーカイブズ）の管理および利用の様子（英国国立公文書館、ロンドン）

アーカイブズ学研究室



Copyright
著作権法の研究室

今では著作権はとても身近なものになりました
私たちの日常にも関わる著作権法について、
興味のある方は一緒に考えてみましょう

まずは関心のあるテーマを考えてみてください

テーマ決めやゼミのことなどについては、
卒業研究指導方針を参照してください

質問などがあれば、
遠慮なくメールで連絡してください

ゼミは、研究生や大学院生がいる場合は合同
で行います。著作権法の基礎を確認してから
（目安：12 月～ 3 月）、各自のテーマに関
連する資料の発表をしてもらったり（目安：
春 AB 頃まで）、自分の卒業論文の一部を発
表してもらう（目安：春 C 以降）という形で
進めます。着手・中間・最終発表会の前に
は、発表資料の確認や発表練習を行います。
9 ～ 10 月頃までに論文の初稿を完成させる
ことを目指し、11 月～ 12 月にはその修正や
最終発表会の準備を行うイメージで進めます。

専門科目「知的財産権論 A」
（秋AB）は、裁判例や文献の
調べ方などについて実践的に
学ぶため、卒業研究を行うう
えでも基礎になります。知的
財産法分野に興味のある方は、
ぜひ履修してください。

テーマの例：
・図書館と著作権法
・AI と著作権

・著作権法に関する裁判例

指導教員：村井麻衣子



情報資源経営主専攻

村田研究室

研究キーワード：
アーカイブズ、過去の記憶と情報、歴史学（西洋史）、デジタルアーカイブ、
デジタルヒューマニティーズ、文化遺産、古文書・写本、図書館の歴史

指導教員： 村田 光司
教員部屋： 7D404
学生研究室： 7D518
今年度学生数： 4年生4名
E-mail: kmurata@slis.tsukuba.ac.jp

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

仮配属
文献購読・発表

研究
テーマ
決定

着手発
表

施設体験など
中間発
表

卒論発
表

年間スケジュール（仮）

受け入れ可能なテーマ（例）

・古い時代の記憶（神話や伝承など）・情報・モ
ノ・アーカイブズ・図書館・写本などの形成・管
理・利用（過去・現在・未来）
・過去の文字資料からのデータ抽出・分析など
・有形・無形の文化遺産の資源化（デジタルアー
カイブなど）
・海外のアーカイブズ

これまでの卒論のテーマ：
災害伝承碑の活用、まちかど博物館、法帖デジ
タルアーカイブ、日本刀の逸話、妖精伝承、アー
サー王伝説、ローマ皇帝の記憶、筑波大の都市
伝説、小宮祭のアーカイブズ、ジャズのアーカイ
ブズ、TRPGアーカイブズ、IIIFなど

ゼミについて

・全体ゼミ月2〜3回、個人面談月1＋回
・3年のうちはアーカイブズ、記憶関連の基礎的
文献を読みます
・4年生は研究の進捗発表と議論
・希望があれば、たまにどこかに出掛けます
・ゼミ内容やイベントは学生の希望に応じて決
まります

教員の研究テーマ

・ヨーロッパ古代・中世のアーカイブズ・古文書
写本・貨幣など歴史資料研究
・過去の天文記録を用いた地球環境史の研究
・古代・中世のモノ資料（建築物、印章など）の研
究資源化（デジタルアーカイブ）
・日本の海外調査記録アーカイブズ
（https://researchmap.jp/kojimurat）

▲ギリシャでの
調査風景

▼徳川ミュージアム



研究室紹介 吉⽥右⼦（研究室410）
yyoshida@slis.tsukuba.ac.jp

ゼミ募集⼈数︓３名
ゼミの頻度︓週１回

BIBLIO
TEKET Rentem

estervej, København
Danm

ark

図書館情報学の
理論

図書館の実践

図書館の歴史

アメリカ
公共図書館 移⺠・先住⺠・LGBTQを

対象とした
図書館サービス

北ヨーロッパ
公共図書館

研究領域

現在の研究関⼼

• 社会的に孤⽴した⼈び
と・不利な⽴場に置か
れた⼈びと︓移⺠・難
⺠、先住⺠、LGBTQ、
経済的困窮者、⾮識字
者

• 研究⽅法︓資料調査・
フィールドワーク

• 研究課題︓⽂化的格差
の解消にかかわる公共
図書館の可能性

卒業研究の領域と研究⽅法
（１）⽣涯学習の空間としての公共図書館の役割に関

わる実証的研究
（2）公共図書館の理念および実践にかかわる歴史的

研究

Entressen
kirjasto, Finland

これまでの卒業研究
詳しくは卒業研究指導⽅針のリストをどうぞ!

• セクシュアル・マイノリティの⼦どもを対象としたアメリカの
公共図書館サービス

• スウェーデンにおける移⺠・難⺠への図書館サービスについて
• オーストラリアにおける先住⺠族に対する公共図書館サービ
• 東南アジア諸国のコミュニティ学習センターにおける図書館の役割
• 教育格差を背景とした⼦どもへの学習⽀援の実態
• アイヌ⽂化継承活動の現状と課題 O

BA
IJburg, The Netherlands

研究室配属から卒業論⽂提出まで
12⽉ 研究⽅法について学びます
１⽉ 研究テーマについていろいろな⾓度から検討して研

究のフレームを固めていきます
2⽉ 先⾏研究の調査【ゼミ内発表会】
3⽉ 研究テーマの確定
4⽉ 研究⽅法と論⽂構成の検討・予備調査と執筆の開始
5⽉ 予備調査
6⽉ 【着⼿発表会】研究⽅法の確定・本調査の計画
7⽉・8⽉ 本調査
9⽉ 調査の中間まとめ・研究構成の再検討
10⽉ 【中間発表会】追加調査
11⽉ 追加調査の取りまとめ
12・1⽉ 論⽂の総仕上げ・提出・【最終発表会】



“知識情報‧図書館学類誌MILK”
Web公開中。
バックナンバーも読めます。
https://milk.klis.tsukuba.ac.jp/
ご意⾒‧ご感想お待ちしています！
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